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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一楽章　ｂｌｕｅ









「信じられない……アスヒ君……」




　──私のその呟つぶやきは、コロシアムを覆おおい尽くす観客の大歓声であっさりと搔かき消けされてしまう。

　眼前に広がる光景を、なかなか受け入れる事はできそうになかった。




　アスヒ君を打ち倒し、倒れこんでいる彼をどこか面倒くさそうな目で見下ろしているルーキー戦の優勝者、藤ふじ白しろおとねちゃんは何の感かん慨がいもないとでもいうかのようにスタスタと歩き出してしまう。

　もうこのステージには用はないとばかりの態度だった。

　アスヒ君は倒れこんだまま、その後ろ姿を唇くちびるを嚙かみ締しめるようにして見送ることしかできない。




「今の時期に無所属ということは、エルナと同じような境遇の子なんだと思うりゅい。情報はないけど、どこかの部に一度所属して、すぐに辞めてしまったのか……」

「それで、部が決まらない状態のままでルーキー戦へ出場、ってことなのかな？」




　部の方針にもよるし、個人のやり方にも大きく左右されると思うけど、部の先輩や仲間の力を借りて練習してトーナメントを勝ち上がる事を目指す一年生が殆ほとんどのはずで。

　私だって、演劇部のみんながいなかったらベスト８なんていう今回の結果は絶対に残せなかったし。




　それなのに、おとねちゃんは一人で、あっさりと優勝までしてしまって……。




「本当に凄すごい。……けど、なんでだろ。ちょっと寂さびしそうだね？」




　彼女の表情は、誰だれからの祝福をも拒んでいるように見えてしまった。

　こんなにも大きな歓声を浴びているのに、誰よりも孤独を感じているかのよう。




　アスヒ君はどうにか起き上がったかと思えば、早さつ速そく観客席に向けて律儀にぺこぺことお辞儀を繰り返していた。




「きっとショックもあると思うけど……アスヒ君は立派な子だりゅい！　オイラもこんな子供が欲しいものだりゅい」

「えっ、ビミィって……産むの!?　人間の子供を!?　親に顔が似てしまって微妙な感じだったらどうするの!?　ビミィにその責任がとれるっていうの!?」

「いい加減、裁判を起こして訴えたら絶対に勝てるレベルの暴言だりゅい……」




　そんなやり取りをしている間にも、藤ふじ白しろおとねちゃんはさっさとコロシアムを後にしようとしていた。

　でも扉を押し開けて出て行こうとするその寸前、凄い勢いで逆方向から扉をバ──ン!!　と派手に開いて入ってきた男がいた。

　彼は……シグレは、おとねちゃんの向きをグルンッと１８０度回転させ、困惑するその背を支えるようにしてコロシアムの中央へと押し戻していく。




　その様子を見て、周囲から黄色い歓声が上がっていた。




「きゃ～っ!!　〝ヒーロータイム〟の二にの宮みや先輩!!　ねえ、見て見て!?　今日は眼鏡を外してるよ!?　レアすぎ！　コンタクトかな？」

「私……眼鏡をしてるシグレ先輩に憧あこがれてたの……。だって、眼鏡姿しか見た事がなかったから。でも、これはこれで……っ」

「「アリだよねっ!?」」




　恍こう惚こつとした表情を浮かべて抱き合う二人の一年生女子を横目に、私は「ふん!!」と鼻で笑ってしまう。

　シグレはコンタクトが怖いらしく付けられないはずなので、今は裸眼のはずなのだ。

　コンタクトどころか、情けない事に目薬も自分ではさせないのがシグレだった。




　いつだったか、目薬をさすのを手伝って欲しいと頼まれたので「はーい、いくよー。パチパチしてねー」と言ったら、目をパチパチするのではなく「ぱち……ぱち……!!」と言葉で呟つぶやかれたときは衝撃的だった。

　当然のように目は開かれているワケはなく、ぎゅむっと固く閉じられていた。目薬なんて一滴も入るはずがない。

　その時は仕方なく力ずくで目をこじ開け、絶叫するシグレに目薬をダバダバと大量におみまいしてあげたんだけど……。




　でも、そんな目薬に怯おびえるシグレを目の前にしても「シグレ先輩のそういう一面も可愛かわいい……！」などと血迷った事を言いそうだな……と、黄色い歓声を発している女子達たちを見て、なんとも言えない気持ちになるのだった。




　少し目を放した隙すきに、コロシアムのど真ん中に表彰台のようなものが設置されていた。その上に、むすっとした表情で立たされているのは、優勝者である藤ふじ白しろおとねちゃん。




「……言葉にはしなくても、帰りたいって気持ちが全身からオーラとして出まくってるね……？」

「授業中にお腹なかがすきすぎて、いよいよ限界を迎えようとしている時のエルナみたいだりゅい」

「それ、今例えに使わなくても良くない!?　しまっておいて!!　記憶の奥底に厳重に鍵をかけてしまいこんでおいて!!」




　思い出すだけでお腹なかが鳴りそうになってしまう。

　抗議するように、ビミィの頭を持ってブンブンと振り回した。

　女子として一線を越えようとしたあの瞬間の事は、忌いまわしい事件として彼方かなたに葬り去らなくてはならないのだ。




「それに、その時の私はあんなにおとなしく不満そうな顔をしているだけじゃなかったって花か袋たいちゃんに聞いたよ？　隣の席の子を今にも食べようとするポーズまで取ってたって聞いたよ？　クラスメイトを見るんじゃなくて、完全に食欲を満たす対象として見ていたとの報告を受けてるんだよ!?」

「はっ、確かに!!　例えとして適切ではなかったかもしれないりゅい……」




　ビミィは振り回されて目を回しながらも、反省の態度をとっていた。

　それはそれで腹減る……じゃないや、腹立つんですけど。




　とにかく、眼前ではシグレによる藤ふじ白しろおとねちゃんへのヒーローインタビューが開始されようとしていた。

　おとねちゃんは、称たたえるように止やむことのない観客の大歓声に対して、あからさまにうるさそうに耳をふさぐような仕草をとっている。




「エルナが昼食を買おうとして、ポイントが足りないって購買部の人に指摘されている時と全く同じ仕草だりゅい」

「だから、私の過去を掘り起こして例えるのやめてくれるかな!?　仕方ないから、無料で配布されてるパンの耳を貰もらって食べた時の事はそろそろ忘れさせてもらってもいいかなぁ!?」




　食べるのが何よりの楽しみな私にとって、決して思い出したくないトラウマになっていた。

　さっきビミィに吐はいた暴言の仕返しをされているのかもしれないな、と思う。

　ジロリと睨にらんでやると、ビミィは吹けもしない口笛をプヒャーと鳴らしてごまかしていた。

　その間も、観客席から人が減る様子はまるでない。

　周囲にはヒーローインタビューを固唾かたずを吞のんで見守る雰囲気ができあがっていた。




「普段なら試合が終わったら早々と立ち去る観客が多いものりゅいが……どうやら今年は特別だりゅい」

「それだけのインパクトがあった……って事だよね？」




　彼女の一挙一動を注視するように、ざわついていた会場は少しずつ静まりつつあった。

　歓声に応えることもなく、まるで動じる様子のないおとねちゃんの異様さに好奇心が刺激された生徒も多いのかもしれない。

　圧倒的な支持を得ていた大本命を打ち倒してしまったニューヒロインの第一声を待って、誰だれかがゴクリと唾を吞む音が聞こえた。

　そんな緊張感を吹き飛ばすようなお気楽そのものの声こわ色いろで、シグレが喋しやべりだす。




「えー、今年のルーキー戦トーナメント優勝者の藤ふじ白しろおとねさん！　なんと、どの部にも所属をしていない無所属ということだそうです！」




　にこやかな笑顔を浮かべて明るく軽快に司会進行を進めていく。

　あまりに手て馴なれすぎていて、漫画研究会の代表というよりは司会業が本職なのではと錯覚そうになるレベルだった。




「でも、りゅい……」

「うん……。認めたくないけど血の繫つながりのある親しん戚せきとして、この現実はなかなか正視しにくいものがあるよ……。今すぐ駆けていってツッコミを入れてあげたいよ……！」




　あちゃー、と思わず両手で顔を覆おおいそうになってしまう。




「…………？」




　おとねちゃんが何も反応せず、ただただ不思議そうにしているのも無理はないのだ。

　だって、だって……！




「シグレ、マイクを向ける相手が違うよ!?　それは観客席の最前列で観戦してた湊みなと川がわ先輩だよ!?　おとねちゃんの居場所とだいぶ距離あるんだけどどうしてそんな間違いを!?」

「眼鏡がないと全く見えていないのりゅい……？」




　そうだった。

　シグレの視力は壊滅的に落ちきっていて、眼鏡なしではまともに相手が認識できないレベルなんだった。

　前にも、私と間違えてお母さんに向かって愛のメッセージを囁ささやいていたのを目撃したことがある。

　その時は何も見ていないフリをしたけれど、お母さんが満まん更ざらでもなさそうな顔をしていたのがショックだったっけ……。




「ということで、ヒーローインタビューです!!」




　ザワザワする会場の空気はただインタビューを期待する声だろうと都合のいい勘違いをしたのか、シグレは何も気付く事なく湊川先輩にマイクを向けて張り切ってトークをしていた。




「湊川先輩も、インタビューする相手が違うよってどうにかして教えてあげたらいいのに……。っていうかなんでちょっと嬉うれしそうにしてるの!?」

「湊川くん、心なしか頰ほおが紅潮してる気もするりゅい……」




　マイクを向けられて注目を浴び、ちょっと姿勢を正したりもしていた。

　なんだこれ。どうするんだ。一体誰だれが止めるの……？




「まずはそうですね、今の率直な想おもいを聞かせてください!!」




　率直な想いも何も、湊川先輩はただの観戦者だ。

　さすがに答えようがないだろうし、間違っている事をシグレに伝えてくれるだろう。




「……なかなか一言では表現しきれない複雑な想い……」




「答えるの!?　複雑な想おもいなのはこっちなんですけどっ!?」




　湊みなと川がわ先輩はナチュラルにインタビューに答えていた。

　さすがというべきか、なんというか……。




「声を聞いたらいくらなんでもこの状況に気付いたようだりゅい。シグレが真っ青になって湊川くんから離れていくりゅいね……」




　もう完全に手遅れだけど、取り返しのつかない事ビミィの姿の如ごとしだけど、とりあえずホッとした。

　一方で、湊川先輩が自分へのインタビューを打ち切られて指を咥くわえて残念そうにしているのがシュールすぎた。

　おとねちゃんはそれを笑うでもなく佇たたずんで待っていた。途中、こっそりと勝手に帰ろうとしている様子も見受けられたけど、観客の視線もあってそれは憚はばかられたらしい。




　表彰台に立つ……立たされたおとねちゃんに、改めてシグレがマイクを向ける。

　さっきのアレはなかった事にして、完全無欠の笑顔を見せながら。




「いい性格してるよ……はぁ」




　つい嘆たん息そくしてしまうけど、観客も場を和なごませるための軽い冗じよう談だんか何かだと捉えたのか疑問に思う事もないようだった。

　ただ、湊川先輩だけは観客席最前列でハンカチを嚙かんで切なそうにしている。




「……悔しさを表現するのにハンカチを嚙むって、本当にやってのける人を見るのは初めてだりゅい」




　そんなにヒーローインタビューを受けたかったの……!?

　今度私が個人的にインタビューしにいってあげようかな、とソワソワしてしまう。

　湊川先輩には母性本能みたいなモノをくすぐられる思いだった。




「ということで、仕切りなおしてヒーローインタビューです!!　優勝しての率直な想おもいを聞かせてください!!」




　マイクを持ちおとねちゃんに質問するシグレは、そうすると良く見えるのか、不自然に目を細めながらおとねちゃんに質問を始めていた。

　おじいちゃんが孫を見る時以外にこんなにも目を細めるものかね!?　今日久々に孫に会ったとかでもないと辻つじ褄つまがあわないよね!?　と問い詰めたくなるけど、今はいいや……。

　半目になってシグレを眺めながら、成り行きを静観することにした。




　おとねちゃんはマイクを向けられ、あふぅ、と小さくアクビをしたかと思えば、




「ヒーローインタビュー……？　ふふっ、準備運動程度の事しかしてないので、特に言うことないで～すぅ」




　そんな風に。

　小悪魔的に、挑発的に……言ってのけていた。












　司会のシグレも、もちろん観客にとってもそれは予想外だったようで、大入りのコロシアムはしんと静まり返ってしまう。

　私もビックリして口が思いっきり開いてしまっていたらしく、ビミィがそそくさと閉じてくれた。

　全校生徒が注目しているであろうこの場で、敗者であるアスヒ君を目の前にしての発言だった。

　周囲が静まり返る中、新聞部の離り宮きゆうルミナさんがシャッターを押し続ける音だけが一ひと際きわ高く響いていた。

　きっと、今の発言は号外の一面になって、全校生徒が知り及ぶ事になるのだろう。




「この空気はどうにもならないかもしれないりゅい……」




　ビミィがあまりの展開に苦い顔をしていた。




　もういいでしょ？　とばかりに制止を振り払って、おとねちゃんはインタビューの壇上から降りてスタスタとコロシアムを出ていってしまう。

　疑問を含むどよめきが上がる中、シグレはどうにかフォローしようとしているのか、声のトーンを上げ、準優勝のアスヒ君へのインタビューに移っていた。

　アスヒ君はあれだけ挑発的な物言いをされた直後にも関わらず、笑顔で優勝者であるおとねちゃんを称たたえていた。




「なんていい子なの……？　やっぱり野菜？　野菜なの？　私の嫌いな野菜をモリモリ食べて育てばこんないい子に育つの……？」

「野菜にそんな効果はないと思うりゅい……」




　アスヒ君の好青年っぷりに癒いやされたのは私だけではなかったようで、観客席の雰囲気もすぐに和なごやかなものに変化した。




　きっと内心では悔しい思いもあるに違いないのに、アスヒ君は本当に大人だな……。




　もし私が同じ立場だったとして、ああやっておとねちゃんを認めて素直に称える事ができただろうか。

　アスヒ君はいたって穏やかな表情で、普段のどこかおどおどとした態度からはかけ離れた口調でインタビューに答え続けている。




「彼女……藤ふじ白しろさんは部活には無所属ということなのですが、どこに所属しても今度は対抗戦のステージで争うことになると思うのです！　何度も……何度でも戦って、最終的に勝ち越したい……。いえっ、必ず勝ち越してみせますです！」




　意外とも思えるその熱いメッセージに、観客席からは盛大な拍手が送られていた。

　アスヒ君は天文部の仲間や、なんと決勝戦までの対戦相手それぞれにまでお礼を述べてから、丁てい寧ねいにお辞儀をしてインタビューの壇上を降りる。




「ねぇ、ビミィ。変かな？　私ね、今になって強く……悔しさがこみあげてきちゃった。アスヒ君の言葉を聞いてたら、あそこで終わりたくなかったな、って……」




　あまりにもあっさりと負けてしまったせいか、なんだか実感も薄くて、落ち込むタイミングをすっかり見失ってしまっていたけど。

　こうやって観客席から……舞台を外側から客観的に見ていると、対戦のステージに上がれずにただ見ているだけという現実に打ちのめされそうになった。




「エルナ……」




　ビミィが肩にちょこんと乗ってきて、慰なぐさめるような仕草をしてくれる。




　ミカグラ学園在学中、たった一度限りしか参戦するチャンスのないルーキー戦。

　勝つ喜びも、そして負ける悔しさも味わった……どこかほろ苦くていつまでも忘れられなそうな大舞台。

　中学校までの学校生活では到とう底てい経験しようのない感覚。




　けど、まだ出会っていない未知の先輩方と。

　顔を合わせたことのない大勢の新入生達たちと。

　これから毎日のようにあの高揚感の中に身を置けると思うと……。




「わっ!!　テンション上がってきたよ!?」




「落ち込んだり急に盛り上がったり、慌あわただしい上に著しく挙動不審な子だりゅい……」




　ビミィの反応は本当にごもっともで納得のいくものだけど、そんな風になっているのはきっと私だけじゃなくて。

　観客席で、アスヒ君とおとねちゃんによってかわされたであろう高次元のせめぎ合いを……そしてインタビューの光景を目まの当あたりにした周囲の新入生達たちも、決勝戦のレベルの高さに落ち込んだ後に、それでもどこか拳こぶしを強く握り締めて力が入っているように見えた。




　だって……こんなの、数ある学校からわざわざミカグラ学園を選んで入学してくるような子なら誰だれだってワクワクしないワケがないじゃない？

　ちょっとどころじゃなく不思議な学園だから、入ってくる子もどこかしら一ひと癖くせも二癖くせもあるのだ。多分だけど。

　こんな大人数の生徒が押し寄せて見たがるようなステージへ、いつか自分も上がりたい……。そう思わない子なんていないんじゃないかって、そんな風に思ってしまう。




　そのステージへと再び目を向けてみると、インタビューが行われていた壇上になぜかシグレが上がって熱弁を繰り広げていた。




「インタビューが予定より早く終わったから、空いた時間を埋めているみたいだりゅい」

「シグレはそういうところだけは変に真面目まじめだもんね」




　与えられた役目はそれがどんな事であっても、期待以上にやり遂げるのが信条だって、いつか語ってたっけ。




「サービス精神旺おう盛せいすぎて、求めてないことまでやってくれちゃうケースも多々あるんだけど！　たとえるとしたら、ラーメンを食べに行ったら、これはサービスだからって言っておまけでうどんとそばを付けてくれるみたいな？　主食のノンストップ連続攻撃でデブまっしぐら一直線！　みたいな事を悪気なくやっちゃうところがあるみたいな？」

「その例えが適切かどうかは置いておいて、聞いただけでお腹なかがいっぱいになってしまったりゅい……」




　サービスは餃子ぎよーざを付けるくらいに留とどめておいて欲しいのだ。

　ラーメンの後にうどん、そして最後に追加でそばっていうのはオシャレすぎるのだ。

　幼少期からシグレにされた過去のあれこれを思い返しながら、ゾッとしてしまう。

　そして、壇上で喋しやべり続けながらなぜか鼻をクンクンさせて何かを探している様子の彼を見て、嫌な予感は最高潮に達する。




「眼鏡をしてなくて視力に頼れないからって鼻で……匂いで何かを探そうって、普通の発想じゃないよね!?　動物!?　動物なの!?」

「彼のこういう特異な一面を知らずにいた女子生徒達たちが困惑を越えてドン引きしている姿がハッキリとわかるりゅい」




　そして、この場合探している対象は、多分だけど……。当たっていて欲しくないけど、悲しいかなもう心のどこかで答えを把握してしまっている私がいるよ……。




「やあ、エルナちゃん！　そこにいたのか!!」

「本当に匂いを嗅かぎ分わけて探し出したの!?　だいぶ距離あるけどっ!?」




　広大なコロシアムの中で、数え切れない程の大人数の中から私だけを探し出してくれた。




　これで相手さえ違ければ、そしてシチュエーションさえ別の物ならロマンティックで恋さえ芽生えそうなシーンではあるけど、現実は変態の従兄いとこが相手で、シチュエーションは匂いを嗅ぎ分けてという、ロマンティックという言葉から全力で逆走したようなものだ。

　頭を抱えたい気持ちになりながら、精せい一いつ杯ぱい他人のフリを試みる。




「もうシグレとの関係は知れ渡りつつあるからムダだりゅい。ほら……」




　ビミィに促されて周囲を見回してみると、みんなの視線は間違いなく私に向いていた。




「うわああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」




　シグレは眼鏡がなくて見えていないはずなのに、何の迷いもなく私のところへ走り寄ってきている。

　ザワついている生徒達たちのそれぞれの声は聞き取れるわけもないけど、




「匂いでわかるなんて、一宮いちのみやさんってよっぽど……臭いのかなぁ？」

「ねーっ！　無所属みたいだけど、まさか匂いが原因でどこにも入れなかったとか……」




　なんて口々に私について噂うわさ話ばなしをしているんじゃないかなんて被害妄想に陥おちいってしまう。最悪だ……！




「くすくす……！　エルナさんは〝無所属〟みたいだけど、この際〝無む臭しゆう族ぞく〟を目指したらいいのにねぇ」

「やだー！　部室に消臭剤が山のように置いてあるの想像しちゃったぁ!!」




　なんて、私の設立しようとしている部までバカにされているイメージまで嫌なくらい具体的に沸わいてきてしまった。

　もうやめて！　私も一応女子だから!?




　実際にそんな事を言われているはずはないとわかっていても、こうなったら妄想はすぐには止まらない。




「くんくん……。大丈夫、エルナから妙な異臭なんて漂っていないりゅい！　……げほげほっ、あれ？　ちょっと風邪気味かもしれないりゅい、咳せきが。げほげほっ！」

「ビミィ、酷ひどすぎるタイミングで咳するのやめてくれる!?　やっぱり私が臭かったみたいに思われるでしょ!?」




　こうなったら世界中全てが私の敵のように思えてくる。

　なんなのこの状況!?　誰だれか助けて！　ヘルプミー!!




「おっと！　ボクの事を呼んだかい、強く求めていたのかいエルナちゃん!!」




　スキップをしながらインタビュー用のマイクを手に持ってこちらへと近づいてくるシグレを思いっきり睨にらみつけて、




「呼んでない求めてない信じらんない!!」

「変にテンポのいい返しだりゅい」




　足を踏みつけてやろうとして軽やかにかわされてしまう。




　眼鏡ナシ状態だっていうのに鋭いヤツ……！




　コロシアム上空を浮いているカメラも完全に私の方向を向き、不ふ機き嫌げん丸出しの表情がスクリーンに大写しになってしまっている。

　まるで、「匂いを辿たどって発見されてしまった女子生徒はこの子ですよー！　香りの発生源は、源泉は、元凶はここですよー！」とでも言われているかのようで非常に辛つらい。




　それもこれも、全てっ……。




「それでは特別に、今回のルーキー戦でもベスト８に入るという素晴らしい結果を残し、忘れられない軌跡を残し、そしてボクとの間に将来可愛かわいらしい子供を残す予定の従妹いとこ、一宮いちのみやエルぶほっ……!?」




　言い終わる前にグーで顔面を殴なぐってやった。

　結構強めのヤツだ。流血寸前のヤツだ。

　相手が小動物なら命を落としかねないヤツだ。

　でも、相手はキュートな小動物なんかじゃない。

　バッドな変質者、二にの宮みやシグレだ。




　その様子をスクリーンでしっかりと目撃していたらしい観客席からは、ぱちぱちと疎まばらな拍手が広がっていた。その一方で、一部女子からは反発の声が上がってもいた。

　女子達たち、いい加減に目を覚まして!?　シグレの見た目に騙だまされて幻想を抱くのはもうやめよう!?




「ナイス、ラブ・アタック☆エルナちゃん♪」




　……渾こん身しんの拒否行動だったつもりだけど、シグレにはちっとも効いてなかった。

　むしろ「殴なぐるのも愛情だよね！」みたいな顔をしてた。

　もうだめだ……。




　その後もインタビューと称して私の近況を探ろうとするシグレと、どうにかその魔の手から逃れようとする私という世にも情けない攻防がスクリーン上に展開されていた。

　それでも、他者からは年の近い親しん戚せき同士特有の微笑ほほえましいやり取りに見えてしまうのか、暖かいものを見るような視線が注がれているのを感じる。




「いい話だりゅい……」




「ちょっと待って！　これがいい話なら、世の中に存在するどんなホラー映画だって涙なしには見れない感動ストーリーになるよ!?　ゾンビに襲われてるお姉さんを見ながらハンカチで涙を拭ってるようなものだよ!?　ねぇビミィ!?」




　ハートフルな風に言われているけど、今のシグレの様子は控えめに言ってもサスペンスである。そしてこのまま行くと私の手によってバイオレンスと化してしまう危険も秘めていた。




　……でも、アスヒ君のインタビューの時も少数ではあるけれど残っていたおとねちゃんに対するネガティブな声は、シグレのこの行動によって完全に搔かき消きえている事に気がつく。

　もしかして、シグレは最初からこれを狙って……？　あんな態度をとってしまったおとねちゃんに対する批判の視線、マイナスのムードを少しでも霧む散さんするための彼なりの気き遣づかいだった……？




　そう思うと、全てに納得がいくような気がした。




　シグレが引き受けたインタビュアーとは、ただ決められた質問を淡々としていくだけなんかじゃなくて。

　大勢の前に晒さらされる事になる新入生……ルーキー戦上位者をどれだけ守る事ができるか、という事にも重きを置いていたのかもしれなかった。




　押し潰されてしまわないように、たとえ自らを汚してでも。

　……持ち前のサービス精神を、存分に発揮して。

　親しん戚せきとしての愛情表現が過か剰じようすぎて嫌けん悪お感すら感じつつあった自分が、急に恥ずかしくなってきたな……。

　二人きりになったらその時に謝ろう。




　今は、何も言わずにシグレの行動にこのまま付き合って。




「はっ!?　眼鏡がなくて何も見えないよエルナちゃん！　じりじりと近寄っているのは、決して抱き締めようとしているとかそういうのではなくてインタビューのためにマイクを適正な距離にね……！」

「うん、やっぱりただのバカだったよね!?　私の考えすぎだったよね!?」




　やっぱりシグレはシグレだった。小さい頃ころから遊んでくれた従兄いとこを心のどこかで貶おとしめたくなくて、ついつい深読みしすぎてしまったのかも……。

　何のつもりなのか、唇くちびるをちゅー！　と尖とがらせてじりじりと距離を詰めてきたので、どんっと勢いよく突き飛ばしてやる。

　激闘の熱がなかなか冷めそうになかったコロシアムの空気が弛し緩かんしたものになって、優しい笑い声で溢あふれるのを感じた。




「うん、やっぱりいい関係の二人だりゅい！」




　ビミィのその言葉は、周囲の笑い声に搔かき消けされてよく聞こえなかったけれど。




　なんとなく……なんとなくだけど、否定できない内容な気がしていた。





　　　＊






　コロシアムから外に出ると、あちこちに小さな人だかりができていた。

　みんな、何か受け取ってはその輪の中から抜けていく。




「号外だりゅい。ミカグラ学園の新聞部は、伝統的に仕事の早さに定評があるんだりゅい」

「ああ～、新聞部かぁ……。その仕事っぷりには私も犠ぎ牲せいに……いや、とてもお世話になったもんね」




　言いながら、苦々しい顔になってしまうのは致し方ないことだと思う。

　離り宮きゆうルミナさんは一筋縄ではいかない人だったな……と思わず遠い目になる。




　今となっては取り上げてもらっただけでも凄すごいことだと思えるけどね！




　次から次へと人が押し寄せているので、貰もらってこようかどうしようかと躊ちゆう躇ちよしていた。

　すると、




「ボクが受け取ってきますから、エルナさんはここで待っててくださいです！」




　そう笑顔で話しかけてきて、答える間もなく号外を受け取りに小走りでいってしまったのは、




「アスヒ君……」




　ついさっきまで決勝戦に身を投じていた準優勝者、射い水みずアスヒ君だった。

　すぐに追いかけていって一いつ緒しよに並んで受け取りたいと思ったけど、アスヒ君がおとねちゃんに敗やぶれて倒れ伏している姿を思い出してしまって咄とつ嗟さに身体が動かなかった。




　一体なんて声をかけたらいいんだろう、と思う。




　寝坊した挙句、最初から試合を見ることさえできなかったこの私が、どんな言葉をかけられるんだろう……。

　遠ざかっていくアスヒ君の背中を言葉もなく見つめながら足を止めて、色々な想おもいが脳のう裏りをよぎっていく。




　一緒に屋上で星を眺めた日もあった。




　嫌な顔ひとつ見せずに練習に付き合ってくれる日もあった。




　私の一回戦の日も、何も言わなくても応援に来てくれていた。




　フラッシュバックするアスヒ君の表情は、どれをとっても底抜けに優しいものばかりで。




「そんなに思いつめた目をしなくても、アスヒ君は大丈夫だりゅい。優しいだけじゃない……とても強い子だりゅい」

「そっか……。うん、そう！　そうだよねっ！　いつも通りでいいんだよね」




　ビミィにアスヒ君の事で諭さとされるなんて！　私の方がアスヒ君の事は詳しいし！　ってな具合にいつもなら食ってかかるところだけど、今回ばかりは素直に受け止めていた。

　私は自分が思っている以上に、アスヒ君が敗やぶれてしまった事実にショックを受けているのかもしれなかった。




　アスヒ君が号外を受け取りに行くと、人だかりは割れるようにして道を空けていた。

　号外の当事者を目の前にして面食らったのかもしれないし、時ときの人ひとが現れてたじろいだだけかもしれない。




「すいませんです……。順番抜かしはしたくないのですがっ……。皆さん、ご厚意に甘えてお先にいただきますね！」




　アスヒ君はとことん恐縮しながら、そんなにも高速で!?　と衝撃を受けるくらいにぺこぺこと頭を何度も下げながら号外を受け取っていた。




「あの頭の振りっぷりは、ハードロックのライブで客席の最前列にいても注目を浴びるレベルだよね？　周りのお客さんにも、コイツできるな……って一いち目もく置かれること間違いないよね？」

「あんな勢いで連続頭突きをしたら、きっとコンクリートにもヒビが入るりゅい。とんでもなく正確無比な攻撃になるりゅい……」




　ビミィと二人、冷や汗をかいてゴクリと息を吞のんでしまう。




　アスヒ君、ショタっぽい見た目とは裏腹になんて恐ろしい子……！




　そんな話をコソコソとされているとも知らず、アスヒ君がにこやかに戻ってきた。その腕の中には、しっかり私達たちの分の号外も抱えられている。




「どうかされましたか？　ビミィ先生さんも汗が凄すごいですけど……。タオル、探してきましょうか？」




　純粋に心配してくれるアスヒ君に、私とビミィは罪悪感でいっぱいになりながら「う、ううん!?　なんでもないんだよ!?」と繰り返す事しかできなかった。

　ビミィも完全に目が泳いでいる。

　いや、泳いでるっていうのを通り越してこれはもう溺おぼれてると思う……。




　いつも通りでいい、って心に決めたとはいえ、あまりにもいつも通りに酷ひどすぎたかもしれないね!?




　アスヒ君は不思議そうに小首を傾かしげて、「はい、どうぞっ」と新聞部の号外を手渡してくれた。

　私達三人の周りを、遠巻きにみる視線がたくさんあるのはきっと気のせいではないはずだった。アスヒ君本人が号外を見てどんな反応を示すのか、好奇心を抑えきれない生徒達なのだろう。

　きっと悪意があるわけでもなく、私だってもし全く知らない誰だれかが今のアスヒ君と同じ状況にあったら気になってチラリと見てしまうかもしれない。




　でも、そういう視線が一番残酷だな、って思うんだ。




「あはっ、ボクの事も記事になってますね。やっぱり」




　号外を見て、アスヒ君は少しだけ落ち込んだように、でもどこか強がるように微笑ほほえんでみせた。




「前評判だけは一等星だった射い水みずアスヒ、その鈍にぶい光は六等星。まるで輝けず……？　ひどい、こんな書き方ってないよ!!」




　思わず悲痛な声で叫んでしまう。




　事前の投票では、空に輝く星の中で最も明るいとされる一等星。

　けど、終わってみれば肉眼で確認できる最も暗い星、六等星を比ひ喩ゆとして使われていた。




「仕方ないです。たくさんの方の期待を裏切ってしまったのは事実なのですから……」




　アスヒ君は私を慰なぐさめるように、ふにゃっとした柔らかな笑みを向けてくれた。




　慰めるべきは、声をかけるべきは私の方なのに。

　それなのに……。




「そうやってボクのために憤ってくれるお友達がいて、とても嬉うれしいし心強いのですっ！」




　衝撃的な書かれ方にショックを受けていないはずはないのに、耐えるように空を見上げていた。




　すぐに顔が空の方を向いてしまったので見間違いかもしれないけど。

　アスヒ君の瞳には、じんわりと涙が浮かんでいるような気がした。

　ビミィが、見てはいけないりゅい、と言外に私を制する。

　もちろん顔を覗のぞき込こむなんて事をするつもりはない。

　そんな……そんな事が、できるわけなかった。




　遠巻きに見ていた生徒達たちは、いつの間にかすっかり姿を消していた。

　刹せつ那な、頰ほおを撫なでるように風が吹いていく。




「暗い星だって、どこかに向けて光を送っているのです……。ボクは、その淡さをバカにされたようで、それがちょっとだけ悔しくて……悲しいのです」




　それは別に、号外の記事を書いた新聞部の部員を責めるような言い方ではなかった。

　自分がネガティブに書かれてしまった事にではなくて、どちらかといえば大好きな星についての書かれ方に心が痛んだみたいだった。

　なんだかそういうところもアスヒ君らしいな、と思ってしまう。




「アスヒ君はちゃんと輝いてるよ。少なくとも私にはそう見えるもん！　流れ星みたいに綺き麗れいだよ！　願い事を三回言ったら叶かなっちゃいそうだよ！」




　わざとオーバーに、「眩まぶしすぎて直視できませんよ!?」という風に両目を手で覆おおいながら言った。




「ち、ちょっとエルナ!?　流れ星だとまるでアスヒ君が燃え尽きているみたいだりゅい！　この場面でそれは絶対にダメだりゅい！」

「え!?　そんなつもりじゃないのに！　願い事、心の中で二回目まで繰り返してたけどやっぱりキャンセルで！　なかった事に！」




　そんな事まで頭が回らなかった。

　ビミィが言わなければバレなかったかもしれないのに、と一瞬責任転てん嫁かしそうになったけど、アスヒ君に限ってそんなはずはないと思い直して黙る。




　まさか怒ってないよね、と恐る恐るアスヒ君をチラ見すると、




「あははっボクで叶えられる願い事なら叶えたいくらいです。エルナさん、何を願っていたのです？」




　その瞳に浮かんでいたようにみえた涙はもう影も形もなくて。




　いつも通りのふわふわした雰囲気を身にまとった天使が、そこにはいた。




「っ……。あの、ルーキー戦で優勝したおとねちゃんに入るはずのポイントが、何かの間違いで私のところに入ってきますように……ってお願いしてました……。あの、すいませんでした……」

「最低最悪だりゅい……」




　咄とつ嗟さに上手に噓うそをつくことなんて、私にできっこないのだ。

　モジモジすることなんてこれまでの人生の中でもトイレを我慢している時くらいしかなかったのに、絵に描いたようなモジモジっぷりをお見せしてしまう。




「それはボクには叶かなえられそうにないですけど。でも……」

「ん……？　なに？　アスヒ君」

「でも……本物の流れ星なら叶えてくれるかもしれないのですっ。今度、一いつ緒しよに天体望遠鏡で探してお願いしてみましょう！」




　照れたように笑って、そう言ってくれたのだった。





　　　＊






　学園内には、まだルーキー戦の興奮冷めやらない空気が漂っていた。

　号外を持って、どの試合が良かった、とか今後伸びそうな子は、とか話しながら通り過ぎていく生徒もいる。

　けれど、あれだけたくさんあった出店はどこも後片付けの最中だし、お祭りは確実に収束へと向かっているのだった。




　天文部の部員達たちと集まる約束があるというアスヒ君と別れ、まだ余よ韻いんに浸ひたりつつ散歩でもしようかとビミィと二人歩いていく。

　今日の試合の映像を見ながら振り返ったりもしたいけど、……それよりも気になる事があった。




「私と同じ無所属の藤ふじ白しろおとねちゃん……。怖い子、なのかな？」

「オイラも彼女の事は今日初めて知ったりゅい。あれだけの実力者なら、どこかから噂うわさを耳にしていてもおかしくないものりゅいが……ふむ～」




　ビミィも私と全く変わらず、さっきのが初見だったらしい。

　ルーキー戦全てを見下しているような、そんな挑発的な態度。

　そんなことをしても何もメリットはないはずなのに、どうして。




　本人に直接聞いてみたい、と思った。




　きっとなにか理由があるはずなのだ。

　このままだと気になってしまって、居てもたってもいられそうになかった。

　どこに行けば会うことができるんだろう？　無所属ってことは、どこかの部室に行けばいる、ということでもない。




「んー、これは友達に片かたっ端ぱしから聞いてみて、どこの寮に住んでいるのか知っている子を探していくしかないかな！」

「部活に所属していないという点ではエルナと共通項があるけど、どうも相性の悪そうな相手だと思えて仕方がないりゅい。大丈夫？」

「任せて！　私にはどれだけ相手に引かれてもグイグイいけるっていう素敵な特技があるからね！」

「それはとっても傍はた迷めい惑わくな特技だりゅい……。できる事ならあんまりオイラ以外には自慢しない方がいいと思うりゅい」




　えー、そうかなぁ？　できれば積極的に自慢していきたいんだけど。

　自己ＰＲの特技の欄に記入していきたいと思ってるんだけど！

　ブログの記事にもしていきたいと思ってるんだけれども！




　それにしてもこうして歩いていると、まだまだ学園には未知の場所が多いな、と思う。

　端末で地図を見るだけでも、「謎の巨大迷路らしきモノがあるけど、何のイベントに使うのこれ……？　離れ小島には牢ろう獄ごくみたいなマークが見えるんだけど、どんな悪事を働いたらそこに隔離されるの!?」なんていう気になる場所が数え切れないほど存在する。

　もちろん、地図を見るのと実際に歩くのとではまた見えてくる感覚も違ってくるのが当たり前で。




「ひゃー、この辺りは花か壇だんが凄すごく綺き麗れいだね！　心を込めて丁てい寧ねいに手入れされてないとこうはならなそう！　なんか感動しちゃうよ」




　今歩いている場所もそうだった。




　行き先も決めずに歩いていたらいつの間にか周囲に大きな花か壇だんがたくさんあって、色とりどりの花が咲き誇ほこっていた。

　これも、地図を見ただけではわからない景色の一つだと思った。

　勉強や部活……対抗戦も楽しいけど、こうやってミカグラ学園の中をお散歩するのもいいな。

　少しずついろいろな場所を見ていこう、と自分の中で密ひそかに決意する。




「この辺りの花壇は確か、湊みなと川がわくんが主に管理しているのりゅい。園芸部やそのＯＢが担当している場所以外にも、彼のように範囲を決めて自分の花壇を持っている生徒もいるんだりゅい。エルナも希望すればスペースが与えられるはずだりゅい！」

「へーっ、湊川先輩が！　そう言われてみれば、草花に囲まれた落ち着く空間作りが先輩っぽいかも。ふふん！　私が花壇なんてお世話したら、エルナさんの可か憐れんな部分が出すぎて広大なお花畑ができちゃうよー！　湊川先輩に嫉しつ妬とされちゃうよー、困る！」

「エルナの頭の中がお花畑だりゅい……？」




　ビミィの失礼で無神経な発言に腹を立てて、近くにたくさん茂しげっていた、服にくっつく草の実を大量にむしりとって投げつけていく。

　子供の頃ころにこの草の実をポケットに入れて「武器ならたんまりあるよ！」とか言って遊んでたっけ……。

　幼女時代の私もアグレッシブだったよ、もしかしたら今よりも！




「ぎゃーっ、やめて欲しいりゅい！　オイラのもふもふの毛並みに草の実が大量にくっついていくりゅい！」

「……全身に緑の実がくっついて、ただでさえ何の生物だかわからないビミィなのにただただ不気味な種族に成り下がってるよ？　小さな子供が見たら泣くよ？」

「泣かれるりゅいか!?　普段は子供には指をさして笑われたり、追いかけられて笑われたり、囲まれて笑われたりするオイラを見て泣かれるりゅいか!?」

「普段子供達たちに笑われてばっかりだね!?　追いかけられた末に取り囲まれて笑われてるね!?　さすがにちょっとだけ可哀かわい相そうになってくるね!?」




　ふよふよと飛んで草の実から逃げ惑うビミィを追いかけていたら、建物の裏にある花か壇だんの中から物音が聞こえてきた。




　周囲にはまるで人の気配のない、奥まった場所にあるこの場所で、ルーキー戦が終わった直後だというのに誰だれか花壇の世話でもしているのだろうか？




　気になってひょいと首を伸ばして物音がした方向を覗のぞき込こんでみると……、




「ううっ……ぐすっ……しくしくしく……」




　地面に膝ひざをついて悲痛な泣き声をもらしている……藤ふじ白しろおとねちゃんが、そこにはいた。

　彼女と会って話がしたいとは思っていたけど、こんなに唐とう突とつに、そして早さつ速そく出会うことになるなんて。

　湊みなと川がわ先輩の育てたという花に誘われるようにして歩いていたら自然にこの場所へと導かれたような気がするのは、きっと考えすぎだろうか。

　ぺりぺりと草の実を地道にひとつずつ取り外していくビミィと顔を見合わせて、唇くちびるの動きだけで「偶然だよね……？」とぴったりシンクロして言い合った。















　それにしても……。




「インタビューの時の不ふ遜そんでお姫様然とした態度が噓うそみたい……」

「ぺたんと女の子座りして泣いているりゅい」




　そう、女の子座りだ。

　私が大好きなヤツだ。

　美少女がやるととてもあざとくて、その魅力というか魔力を語り始めると止まらない予感のするアレだ!!




　女の子座りの素晴らしさについてはそのうちひみちゃんに実演してもらいながらゆっくり考えるとして、今は彼女……おとねちゃんだ。

　別にそんな必要はないのかもしれないけど、見てはいけない場面に立ち会ってしまったような気がしてつい建物の影に隠れてしまう。

　ビミィにくっついていた草の実だけが建物の影から飛び出してくるというシュールな光景の中、




「……ま、またやっちゃいました。あんなこと思ってもいないんです！　それなのに、藤ふじ白しろのっ……藤白の頭の中に住まうデビルがぁ……!!」




　おとねちゃんが頭を抱えながら半泣きの声こわ色いろで独り言を漏らしていた。




「デビルがぁ、って言うところだけやたらと発音がいいのはなんなの!?　帰国子女キャラなの、しかも中二病っぽいって萌もえ属性の宝石箱なの!?　あと、自分の事を苗みよう字じで呼ぶのとっても可愛かわいいね!?　たまらんね!?」

「隠れて観察しながら激しく息を荒げてのその発言は、風紀委員に連行されてもおかしくないりゅい……」




　シグレにインタビューを受けていた時とは、声色まで違っていた。

　あんなに強気でコロシアムの中心に堂々と立って、全てを敵に回してもいいっていう態度をとっていた子と同一人物だとは俄にわかには思えない。




「どうしたらこの人見知りが完治するんでしょう……。緊張すると頭の中が真っ白になって勝手にキツい言葉が飛び出してくるの、もうヤだぁ……」




　おとねちゃんはそう言って、また「ふぇ～ん！」と泣き出してしまった。




　完全に抱きしめたい。今、私この子の事を完全に抱きしめたいです!!




　独白を聞くに、極度の人見知りのせいでインタビューの時のキャラが顔を出してしまうらしい。

　緊張すると喋しやべれなくなるならわかるけど、饒じよう舌ぜつなドＳキャラになるのは斬新だった。




　……いい加減もう我慢の限界だ。




「おとねちゃんっ！　抱きしめさせて、なでなでさせて、願わくば一いつ緒しよに住まわせて!?」




　建物の影から猛スピードで飛び出して、きりもみ回転しながら両手を広げて頭からおとねちゃんに飛びつこうと試みる。




「ひぇっ！　妖怪です!?　ママが口をすっぱくして気をつけろと言っていた、可愛かわいい子に襲いかかるというケダモノってやつです!?　藤ふじ白しろが可愛く育ったからとうとう現れましたか!?　ママ、見てますか！　藤白はやりました！」




　私のアタックをひょいと軽快に回避しながら、動きだけじゃなく喋りも軽快におかしな事を口走っていた。




「む、無所属ってだけじゃなく、ヘンな子っていう部分もエルナと似ているみたいだりゅい……」




　おとねちゃんは立ち上がって、まるで怒った猫のようにこちらを威い嚇かくしている。

　怒った顔もいいですね、と萌もえ転がりそうになっていると、




「どこかで見覚えがあるかと思ったら、藤ふじ白しろがあっさりと優勝したルーキー戦で中途半端なところまで勝ちあがって、中途半端に負けていった方じゃないですかぁ～。あ、気持ち悪さだけは中途半端のラインをだいぶ超えちゃってますけど大丈夫なんですぅ？」




　人見知りが発動したのか、おとねちゃんはインタビューの時と同じような表情と声こわ色いろになって挑戦的なセリフを放ってきた。

　何も知らなければ腹が立ちそうな内容だけど、緊張のあまりこうなってしまっているんだなとわかっているので逆にニヤニヤしてしまう。




「いいよいいよ～！　がんばれっ、おとねちゃん！　私も部活には無所属の一宮いちのみやエルナっていいますよろしくね！　人見知りされなくなるまでベタベタしつづけるね!?」

「ひ、人見知りなんてしてませんしっ！　そんな日本語知りませんしっ！」

「帰国子女キャラを変なところで活用しようとしているりゅい……」




　ツンツンした態度はともかくとして、警戒心丸出しの距離感はなかなか心に来るものがあった。




　でも負けない！

　距離を一方的に詰めていくのと、鍵のかかった心の扉を力づくでこじ開けるのは大得意だからね！




　あんまり人に誇ほこるような方法でもないかもしれないけれど、それが私なりの友達の作り方だった。

　がるるるる……！　と威い嚇かくでもするようなおとねちゃんのポーズは、本人はそんなつもりは毛頭ないんだろうけどとても愛らしい。

　じりじりとお互いの出方を探り合う中で、おとねちゃんはビミィの存在にようやく気付いたようで、「はっ!?」とわかりやすくうろたえていた。

　かと思えば急に威嚇体勢をキャンセルして背筋をぴーんと伸ばし、




「ビミィ先生！　お勤めご苦労さまでございますっ！　藤白おとね、今日も優等生！　優等生ですよ!!」




　噓うそくさすぎる丁てい寧ねいな口調と営業用スマイルになってビミィに媚こびを売っていた。




「優等生……。藤ふじ白しろおとねはスーパー優等生……。ビミィ先生は内ない申しん書しよに必ずそう書きます……」

「耳元で洗脳するように小声で繰り返すのやめてもらってもいいりゅいか!?」




　豹ひよう変へんぶりにビックリしたのか、ビミィがどうしたらいいかわからないといった様子で私の方へ助けを求めてきた。

　でも、先生と持ち上げられて多少なりとも気分がいいのか、満まん更ざらでもないみたいな顔をしてるのがちょっと腹が立つ……。




「おとねちゃん、内申なんて気にしてたら楽しい学園生活送れないよ～？　リラックスしてこ、リラックス！　ね！」




　ポンポンと、マッサージをするように軽く両肩を叩たたいてそう話しかけると、邪魔するなとばかりにキッと睨にらまれてしまう。




「なっ、内申点がどれだけ大事かを説明したら、長くなりすぎて今日という日が終わり、あっという間に明日という日が訪れて輝かしい未来へとランデブーです……!?」




　おとねちゃんはそう言っている間に混乱してしまったのか、自分でもなにを言ってるのかわからないという様子だった。

　目がグルグルと回ってしまっている。




「内申書なんて、そんな権限はビミィはもってなさそうだから大丈夫！　もっと楽に接していいんだよー、先生だなんて思わずにさっ」




　そうだよね？　とビミィに顔を向けると、ビミィは複雑そうに頷うなずいた。




「なんだ、そうなんですかぁ？　先生の中でも下したっ端ぱなんですか？　微妙な立ち位置なんですか？　どうしてそんなに姿が醜みにくいんですか？　蹴ってもいいですか？」

「た、態度が一気に豹ひよう変へんしたりゅい!?　さっきまでいた優等生はどこへ!?」




　インタビューの時のように、こういう口調になるときだけは舌がよく回ってハキハキと喋しやべるおとねちゃんだった。

　そうでないときは小声で常に何かに怯おびえるようにおどおどしているのに、温度差が激しすぎるでしょう……。




「黒おとねちゃんに、白おとねちゃん……選べない、選べやしないよ！　どっちも大好きだ！」

「人の事をオセロみたいに言わないでもらえますかっ。常に純白ですしー！」




　べーだ！　とあっかんべーをされてしまった。




　あざとい……必要以上に天然であざといぞこの子!?




　コロシアムで客席から見たイメージとは、この短い時間だけでガラリと一変してしまった。もちろん、いい意味でだ。

　不器用で正直になれない子、と思うと自分が守ってあげたくさえなる。




「藤ふじ白しろさんは英語の発音がいいけど、本当に帰国子女なのかりゅい？」




　私も聞きたかったことを、ビミィが質問してくれた。




　おとねちゃんは、ビミィにはさっきまで「尊敬してます！　崇あがめてます！」くらいの態度だったのに、今はもう雑草を見るくらいの視線だった。格下げのスピードが尋じん常じようじゃないね？




「いいえ、日本から一歩も外に出たことはありませんよ？　飛行機が怖……じゃなくて、海外留学なんて不良のする事ですからっ！」

「新しすぎる意見だよね!?　そんなの初めて聞いたよ!?」




　とはいえ、単純に怖くて飛行機に乗れないが故ゆえの後付けの言い訳みたいだった。




「海外に行くと内申点がガクッと下がります」

「そんな事実はないと思うりゅい……」というビミィの呟つぶやきには全く耳を貸そうともしていなかった。




「でも、電車で海外に行けるなら内申点には響きません、セーフです」

「なんなのそのルール!?　電車マジック凄すごすぎない!?　海を渡る電車、いつか開発されるといいね!?」




　つーん！　として無む茶ちや苦く茶ちやな事を言うおとねちゃんは、こうして話している限り人見知りとは思えないくらいに饒じよう舌ぜつだった。

　私達たちに対してだけそうなのか、普段からそうなのかはまだわからないけれど。




　……もしも前者なら、きっといいお友達になれちゃうよね？





　　　＊






　おとねちゃんも私達の突然の来訪をようやく受け入れる体勢ができたのか、花か壇だんの横を少しだけ歩いて案内してくれたのは……、




「うわ、こんなところあるんだ！」




　草花で外壁一面を覆おおわれた、小屋のような建物だった。

　中には白いテーブルと椅い子すが設置されていて、オシャレなカフェにでもきたような感覚に陥おちいってしまう。




「藤ふじ白しろはミカグラ学園に入学してから、よく一人でここで泣いて……じゃないです、一人で世界平和について考えているんです」

「……誰だれが何を考えようと自由だけど、それはそれでちょっとアレだね!?　でも、とっておきの場所、ってことだよね？　ここを二人の愛の巣にしようってことだよね!?」

「そんなことは言ってないと思うりゅい……」




　椅い子すに座って頭上を見上げると、小屋の天井はツタが絡からみ合あってできているという事に気付いた。

　微かすかな隙すき間まから入り込んでくる光のシャワーは、なんだか浴びていて妙に心地がいい。

　おとねちゃんはどこに隠していたのか、ティーセットを取り出すと暖かい紅茶を注いでくれた。




「な、内ない緒しよですよ？　こんなことがバレてしまったら内ない申しん書しよに響きますので」

　まだビミィを警戒しているのか、少しだけ後ろめたそうにしているのが面白い。




「オイラは内申点に関する仕事は本当に何も担当していないりゅい。安心してもらっていいりゅい」

「はあ。やっぱりそうですよね？　あっ、それじゃそこに花に水を与えるための蛇じや口ぐちがあるんで、いっそのこと直ちよくで水分補給してもらえますぅ？」




　ビミィの分の紅茶をひょい、と取り上げて冷徹に水道を指差す。




「くっ、屈辱だりゅい……！」




　言いながら、素直に従って蛇口から出る水を口を開けて流し込んでいるビミィにプライドはないみたいだった。




　私には普通に紅茶の入ったカップを提供してくれる。

　ビミィにはまだ人見知りが発動しているけど、もしかして私には慣れてくれたってことなのかな……？




　理由はわからないけれど、それならとても嬉うれしかった。

　いつもここに一人でいるって言ってたし、本当は友達が欲しかったのかもしれないな。

　美しい花に囲まれながら、落ち着いた時間を過ごす。

　その静せい謐ひつな空間に唯一響き渡るのは、




「ごくごく……ぷはぁっ！　うぐうぐ……ぷほぉっ！　誰だれか蛇じや口ぐちを閉めて欲しいりゅい！　飲んでも飲んでも終わらないりゅい！」




　ビミィがただひたすらに水道から水を飲み続ける音だった。




「一いつ旦たん飲むのをやめて自分で止めたらいいと思うんですけど、先生ってバカでもなれるんですか？」




　手厳しいながらも気き遣づかう様子で正論を言うおとねちゃんに、ビミィが赤面して言われた通りに蛇口をひねっていた。

　落ち着いた空間だったのに、ビミィのせいで台無しもいいところだった。

　水でお腹なかをぽっこりと膨らませたビミィが、「もう飲めないりゅい」と大量にお酒を飲んだ後のサラリーマンみたいな酩めい酊てい状態でへたり込んでいる。




「水で酔っ払ったの？　ビミィ……」

「いいや。オイラは……どうやらこの雰囲気に酔ってしまったようだりゅい」




　ビミィの一言に、再びこの空間に静寂が舞い戻ってきた。寒々しい方向での静寂……っていう意味では望んでいたものとは大分かけ離れてるんだけどね？

　ただ、おとねちゃんの緊張は更に緩かん和わされているようなのが救いだった。

　ビミィの狙いがそれならばグッジョブと言ってあげたいけど、多分何も狙ってなんていなかったんだろうな……。

　せっかくこうしておとねちゃんと話せることになったんだし、気になって直接聞いてみたいと思っていた質問をぶつけてみる。




「おとねちゃんは……どうして無所属なの？　ルーキー戦で優勝するほど強いのに、どこからも誘われなかったの？」




　変に気を使って遠回しに聞くのは私には向いてないってわかってる……。

　だからこそ、これ以上ないくらいストレートに。




「……………………」




　おとねちゃんから返ってきたのは、沈黙だけ。

　でも、決して無視しているわけではないのはわかる。

　こちらの意図を、真意を推し量るようにして、真っ直ぐな瞳で見つめてくれていた。

　はっ、と気付いて、




「あ、私も同じ無所属なんだけどねっ、帰宅部に仮入部したんだけどそれがナシになって──」




　いきなり聞くんじゃなくて、まずは自分の事を話してから。




　それから、改めてもう一度尋ねてみようって思った。




　笑いあり、笑いあり、笑いあり（涙は特になし……）の経緯を話し終わる頃ころには、結構な時間が経たってしまっていて。

　時には一いつ緒しよに笑ってくれたり、話の先が気になって「それで……どうしたんですか？」と促してくれたり。おとねちゃんの表情がすっかり柔らかくなっている事に気がついた。

　それでもしばらく、どう話すべきか悩んでくれているのだろうか。

　ゆっくりともう一いつ杯ぱい紅茶を注いでくれてから、おとねちゃんは静かに口を開いた。




「藤ふじ白しろが部活に無所属の理由……でしたね。そんなのはもちろん、入る価値のある部が見当たらなかったから、ですよ」

「入る価値……？」




　あっけらかんとして理由を語るおとねちゃんは、どこか寂さびしそうで。

　でも、言い終えた後で自ら首を横に振って、




「いえ、どこにも入る価値がなかったのは藤白の方なんでしょうね。どこに見学にいっても、緊張してしまって人見知りが発はつ露ろするんですから。……うまくいかなくて、当たり前なんです」




　自嘲するように、肩を落としてそう呟つぶやいていた。




　強がろうとして、途中でやめて。

　おとねちゃんが少しずつ心を許し始めてくれているようで、思わず頰ほおが緩ゆるんでしまいそうになる。




「ルーキー戦で優勝できてしまったのは、色々な偶然が重なってです。……一人だから、無所属だからこそ強くあろうと思いましたし、ノーマークだったのもあるんでしょうね」

「偶然で優勝はできるものではないりゅい。そこはもっと自信を持つべきだりゅい！」




　ビミィの言う通りだと思った。

　練習だったけど、私ではアスヒ君に手も足も出なかったのだ。

　力の差は明らかに歴然としていた。




　でも、無所属だから、一人だからこそ強くあろうと思ったなんて、そんなのって悲しすぎると私は思ってしまう。

　演劇部のみんなと、放課後シックスのメンバーと共に過ごした時間を思い返せば、余計にだ。




「おとねちゃん。私が新設する部に、入ってくれない？　創設メンバーに……なってくれないかな？」




　気付けば、そう口に出てしまっていた。

　ビミィは少しだけ驚いた顔をした後に、見守るように微笑ほほえんでくれていた。




「新しい、部……？」




　おとねちゃんは不思議そうな表情で、反はん芻すうするように囁ささやく。

　ただそれだけじゃ部についての情報が足りなすぎる事に気がついて、慌てて捕捉する。




「あっ、簡単に言うと、可愛かわいい女の子を集めて私がキャッキャする部だよ！」

「入らないですっ!!」




　瞬時に却きやつ下かされてしまった。

　物もの凄すごい勢いだ。

　少しでも悩んだ自分が恥ずかしい、みたいに涙目を浮かべていた。




「えっ？　可愛かわいい女の子限定なのに？」

「なのに？　の意味が藤ふじ白しろには全くわからないんですけどっ!?」




　言いながら、おとねちゃんは慌てて椅い子すから立ち上がったかと思うと、ティーセットを手早く片付けて、




「こ、声をかけてもらった事は、嬉うれしいです。サンキューですっ。でも、藤白にもちゃんと……ちゃんと、やりたい活動はありますからっ。そんな入るだけで内申点に響きそうな部はお断りですっ！」




　相変わらず「サンキュー」という英語の部分だけは妙に発音良く言い放ち、逃げるように足早に走り去っていってしまった。




　残念ではあるけど後を追いかけていって無理に入部を迫る、なんてことをするつもりは毛頭ない。




「やりたい活動、かぁ……。ねぇビミィ。私のやりたい事って、本当はなんなんだろ……？」

「部を創ってから方向性を決める、というのもアリだと思うりゅい。ミカグラ学園の部活基準は、そう厳しいものではないりゅい」




　何をやりたいかも定まっていないのに、私の部に入りたいなんていう奇き特とくな子は存在するのかと不安になってくる。

　しかも美少女限定だ。

　先行きに暗雲が立ち込めまくりで、大雨洪水警報がいつ発令されてもおかしくない状況なのだ。




「ルーキー戦でのインタビューと新聞部の号外で、きっと誤解されちゃってるけど……。いい子だったよね？」




　私の問いに、ビミィはまだ水を飲みすぎて膨れている自分のお腹なかをしばらく見つめてから、「人見知りがなくなって、慣れたらいい子なんだと思うりゅい……」と落ち込み気味に答えてくれていた。






第二楽章　エルナちゃんをちやほやしちゃえ部（仮）









　ルーキー戦が終わり、翌日から通常の授業が始まった。

　お祭りムードはどこへやら、あっさりと日常に戻っていく感覚。

　校庭を見渡しても、出店は跡あと形かたもなく片付けられていて、まるで長い夢でも見ていたような錯覚に陥おちいる。

　誰だれもが自らの結果を引きずる様子もなく、淡々と学園生活に戻っているように見えた。

　それでも、新聞部による今年のルーキー戦総そう括かつ新聞は新入生や先輩方の話題の中心だ。

　同じ部活なのだろう、先輩がそれを見ながら新入生の健闘を称えている光景も見えた。

　そういうのを見ると、やっぱり部活っていいなって思ってしまう。




「そうだ！　今日は演劇部に行って私の事を褒ほめ称えてもらおうかな！」

「と、突然なんなんだりゅい……？」




　私の隣にふわふわと浮かんでいたビミィが意味が分からないという顔をしている。




「ほら、結構頑張ったし？　それに私って褒ほめて伸びるタイプだから褒めて欲しいよね！　なんなら褒めるついでににゃみりん先輩や熊くま野のさん先輩に抱きついてもらっても構わないよ!?」

「自分から褒めて欲しいって堂々と言うなんて……さすがエルナだりゅい……」

「えへへ～！　どんどん褒めていいよ！」

「いや褒めてないりゅい！」




　そんな風にいつも通りの会話をしていると、遠くから聞き覚えのある声が聞こえてきた。




「一宮いちのみやさん、おはようございます！」




　花か袋たいちゃんが手を振りながらこちらに小走りで駆け寄ってくる。

　ルーキー戦の初戦で、私と戦った彼女。

　それでも、いつもと変わらずに明るく挨あい拶さつしてきてくれる。

　私はそれだけでもちょっと嬉うれしい気持ちになってしまう。




「おはよう～！　あ、花袋ちゃんも新聞買ったんだね」

「あ、はい！　えへへ……実はちょっとだけ自分が載ってたのが嬉しくて」




　新聞を見ると、各部期待の選手紹介というところに花袋ちゃんの写真がほんの小さく掲載されていた。

　そこには、「書道部期待の１年生。初戦敗退も、将来性は◎」という文字が並ぶ。

　やっぱり、そうとう頑張っていたし、こうやって人に認められるのは嬉しい事なんだろう。

　照れながらもその記事を見せてくれる姿に、思わず抱きしめたくなる！　というか抱きしめていいかな!?




　………でも、私はというと、ベスト８という結果は残せたものの、記事としては全然メインでは載っていなかった。




　やっぱり、無所属で優勝したおとねちゃんのインパクトと存在感に完全に搔かき消けされてしまったよね。




　それはしょうがないのだけれど、少しだけ悔しくもある。

　それに、なんといってもルーキー戦で注目を集めてこれから立ち上げる部活の新メンバーを募集するという当初の目的から考えると、今回の結果は失敗と言えるだろう。

　暗雲立ち込め始めた部員集めに一いち抹まつの不安がよぎる。




　でもでも！　落ち込んでなんていられない！

　きっとなんとかなるよね!?

　楽天的すぎると言われることも多かったけど、気持ちの切り替えの早さは私の取り柄だもんね。

　きっとこれから先そうそうトラブルは起こらないはず。

　まずは部員集めをどうするかについて考えよう！




　改めて、そう決心するのだった。





　　　＊






　授業が終わり、屋上で一人、部員集めのために何ができるだろうかと悩んでいると、ビミィがどんよりとした暗い顔でやってきた。




「ど、どうしたのビミィ!?　ただでさえ微妙な顔が、さらにひどい事になっているよ!?　放送禁止レベルだよ!?」

「どういうことだりゅい！　っていうか少し困った顔をしてるだけでモザイクが必要な位ひどいの!?」




　そうか、その表情は困っていた顔だったのか、と思ってから、困っている内容が気になってしまった。

　というのも、お昼の時点でビミィが「部員が集まったらすぐに部活を創部できるよう、放課後に創部申請について軽く聞いてくるりゅい！　オイラに任せとくりゅい！　悪いようにはしないりゅい！」と言っていたのを思い出したからだった。




「……もしかしてビミィが放送禁止レベルの顔をしてるのって」

「もう放送禁止から離れるりゅい！　……そう、実はエルナの新しい部活の創部についてだけど……」




　話を聞くと、「エルナの言う通りの内容で創部申請をしたところとんでもない勢いで怒られた」とのこと。説明しようにも「とにかく、可愛かわいい女の子を集めて愛めでるなんて部活はさすがに自由なミカグラ学園でも許されない、冗じよう談だんは姿形だけにしてください」と言われてしまったらしい。




　ミカグラ学園の部活基準はそんなに厳しいものではないって言ってたのはビミィなのに！




「オイラの姿形は冗談だったりゅいか……」




　大人なのに、一応先生なのに長時間ずっとお説教されていじけまくっているビミィ。




「もー！　そんないまさらなことをうじうじしててもしょうがないよ！　ビミィが微妙なのはしょうがないことなんだし！」

「エルナ！　それ慰なぐさめになってないりゅい！　むしろ心の傷を深く抉えぐっているりゅい！」

「だから！　それよりも、とにかく部活創部に関して、やっぱり何かしら対策を考えないと！　……でも、どうすればいいのかなぁ？」




　ビミィはなぜか傷ついているようだったが、真剣な顔つきになると話を続けた。




「やっぱり、なにかしら先に部のコンセプトを決めないとだめかもしれないりゅい」

「コンセプトかぁ」





　　　＊






　新しい部活のコンセプトを考えていたのだが、自分達たちだけではいいアイディアが出そうになかったので仲間の知恵を拝借しようという話になった。

　それに、少しだけルーキー戦の結果も褒ほめてもらいたいって気持ちがあったのは内ない緒しよだ。




「みんなのアイドルエルナちゃんだよ～！　褒めて褒めて～！」




　もはや自分の部屋のように自由に出入りするのは、演劇部の部室。




「お、エルナさんおかえりっスー！」




　と、いつものようにうさ丸まるが出迎えてくれる。




　ルーキー戦の事からはすっかり立ち直っているようで、ホッと一安心する。

　でも「褒めて褒めて～」には一いつ切さい反応していないのが少し気になる。




　なんとなく、みんな私の扱いが適当になってきていないかな？




「どうもです、エルナさん」

「一いつ旦たん休憩しましょうっス！」

「そうですね」




　どうもうさ丸とトンきゅんの二人で練習をしていたようだった。

　ルーキー戦を通じて、二人の仲はより一層深まっているようにみえた。




「へっへー！　次こそは負けないっスよー！」

「まあ、うさ丸には負けないですけどね」

「そういっていられるのも今のうちっスよ！　ぼくのスーパーエキセントリックシャイニング能力が開花した時には！」

「そのネーミングは今どき小学生でも使わないですよ」

「な、なんでっスか！　超かっこいいじゃないっスか！」




　そんないつもと変わらないやり取りをしつつも、二人はさっそく次の戦いに向けて気持ちが切り替えられているようだ。私もうかうかしてられないな、と少し焦ってしまう。




「それで、今日はどうしましたか？」

「あ、そう、そうだった。実はちょっとお知恵を拝借しようかなと思って──」




　事情を説明し、部室にいたにゃみりん先輩と熊くま野のさん先輩も呼び寄せて、演劇部の面々と一いつ緒しよにアイデアを出し合うことにした。




「とにかくね、私の希望としては美少女が自然と集まって、みんなでキャッキャうふふ出来ればいいんだけどね？」

「青春部はどうっスかね!?　毎日夕日に向かって叫んだりするっス！」

「そんな部活、誰だれも入らないと思いますよ」

　ハイハイ！　と手を上げて発言するうさ丸まるに対して、冷たいツッコミをするトンきゅん。

　仲良くなった分、ツッコミにも容よう赦しやがなくなって来ているようだ。




「そ、そんなことないっスよ！　オ、オイラが入るっス！」




　少し涙目になっているうさ丸に対して、私はさらに追い打ちをかけるような言葉を返す。















「美少女限定って言ってるでしょ!?」

「ぐ……！　な、なら……女装をしてでも……うう、でも女装ならきっと赤あか間ま先輩の方が似合うっスね……」




　うさ丸まるは独り言を呟つぶやきながら勝手にしょんぼりとしていた。




「ん～じゃあ～衣装部なんてどうかなぁ～？　演劇部の衣装、そろそろ新調していきたいんだよねぇ～」




　いつも通りの眠そうな声でにゃみりん先輩が提案する。




「確かに裁さい縫ほうする女の子は可愛かわいいかもですが、私はミシンで自分の手を縫ぬいそうになった事があるからだめです！」

「……それに女子部員の衣装がエルナの趣味で露出過か剰じようになる危険性を秘めているりゅい……」

「はっ、その手があったね!?　いいね！　衣装部にしようかな!?」

「そ、それは青春の極みっス!?」




　さっきまでしょんぼりとしていたうさ丸が突然赤面した顔をガバッと上げたかと思うと、そのまま鼻血を流して倒れてしまう。




「く、熊くま野のさんは将来を約束した相手にしか肌を見せるつもりはないっつって！」




　熊野さん先輩もなぜだか頰ほおを赤らめて否定してくる。




「熊っぽさを目指すのなら、むしろ衣服は邪魔なのかと思っていました」

「え!?　ト、トンきゅんの意地悪！　……わ、わかったよっ、脱げば、脱げば熊っぽいんでしょぉお!?」




　涙目になりながら自分の服を脱ごうとする熊野さん先輩。




「おおっ!!」

「……せ、青春っス！」




　私は思わず身を乗り出してしまう。そして、うさ丸まるはなんとか止めた鼻血をもう一度流して倒れこんでいた。




「よしよし、そこまでにしておこうねぇ～？」




　制服を泣きながら脱ごうとする熊くま野のさん先輩を制止して、にゃみりん先輩が頭を撫なでる。

　熊野さん先輩とにゃみりん先輩の身長差から、ちょうど顔が胸に押し込まれる形になっていて羨うらやましいなんて思うのだった。




　そんなこんなでしばらく時間が経たち、様々なアイデアが出尽くした。

　散々アイデアが出たけれど、唯一、トンきゅんが出した、音楽を主体とした部はどうだろうか、という案が引っかかった。




「だって、女の子が楽器を持ってる姿ってとてつもなく可愛かわいいよね!?　特に体格に見合わない大きな楽器を背負って歩いている女の子って最強だよね!?」




　私は熱く持論を展開する。

　大きなベースとかを担いでいる女の子とか、特にいいと思うんだ。




「ということは、エルナさんは何か楽器が出来るっスか？」




「ううん」




「……え？　何も出来ないんっスか!?」




「うん」




　私はそれがどうかした？　という感じで首を縦に振る。

　うさ丸は信じられないとでもいうような表情で詰め寄ってくる。




「だって！　創部ってことは、エルナさんはたぶん部長になるんスよ!?　それなのに初心者とか！」

「大丈夫！　どうにかなるよ！　私興味あることに関しての物覚えはすごい早いからね！　スポンジなみの吸水力だよ!?」




　私がそう言うと、うさ丸まるがトンきゅんの方を見る。

　トンきゅんは、私だからしょうがないとでも言いたげな表情をして笑っていた。

　その表情に少しだけムッとするも、でも嫌な気持ちにはまったくならなかった。




「よし！　そうと決まればまずは近い部活が何してるのか見学しておきたいよね！　ビミィ行くよ!?」

「え……！　い、いまから行くのかっつって。アポとか無しで怒られないのかっつって……」




　心配してくれる熊くま野のさん先輩を置いて、私は「大丈夫ですよー！　なんとかなります！」と気楽に言いながら演劇部の部室を後にした。





　　　＊






　軽音楽部の部室の前に来ていた。

　そういえば以前、一度部活見学にきて「当方ボーカル！　それ以外のパート全部募集です！　プロ志向、美少女限定！　バンド内恋愛推奨です！」と宣言したら追い出された経歴があったので、まずは低姿勢で臨のぞむ。

　その成果があってか、ようやくギターに触らせてくれることなった。

　人生で初めてエレキギターを肩に掛ける。予想していたよりもずっと重くて、緊張してしまう。

　とりあえず、と二本指だけで押さえられるコードを教えてもらうと、そのままの指の形でいいから、リズムに合わせて弾いてみようという事に。

　軽音楽部の先輩が、あんまり思い切り弾くなよ？　と言って大きなアンプのボリュームを上げてくれる。

　アンプからノイズのような音が聞こえてくる。気分はすでに大物ロックスターの気分。やっぱり私に楽器って向いているのかもしれない。

　私がＯＫのサインを目で送ると、ドラマーの先輩がスッと軽く息を吸い、カウントを始める。




　──１・２・１２３４！




　ジャーン！




　スピーカーから爆音が鳴り、ドラムの振動が体を震わせる。




　すごい！　気持ちいい！




　無む我が夢む中ちゆうになってギターをかき鳴らす。

　でも、次し第だいに周りのメンバーのリズムがおかしくなってくる。




　どうしたの？　そんなことじゃ私のバックバンドは務まらないよ!?




「やめろー!!」

「……へ？」




　せっかく気持ちよくなっていたのに、軽音楽部の先輩に途中で遮さえぎられる。

　どうしたのだろうと周りを見渡すと、軽音楽部の皆さん全員がしかめ面つらをしていた。

　その中の一人、キーボードを担当していた女の子がこちらに寄ってくると、申し訳無さそうに言った。




「エルナさん……リズム感が……ちょっと……いや、かなり……？　悪いかも……ですかね？」




　遠回しに伝えようとしてくれているのが逆に心に突き刺さる。ビミィの顔を見ると「あきらめるりゅい」とでも言いたげな表情で首を横に振っていた。




「あはは……失礼しましたー!!」




　私はエレキギターを先輩に返すと、急いで部室を後にした。




「……わっ！」

　軽音楽部の部室から飛び出すと、そこに見覚えのある人物が居た。




「わわわっ……！　ふ、藤ふじ白しろは……の、覗のぞいていたわけではないのですっ！」




　藤白おとねちゃんだ。




「あれ？　おとねちゃんも──」

「そそそ、それじゃあバーイですっ！」




　私が声を掛けようとした瞬間、またしても逃げるように走り去っていってしまった。

　ビミィと顔を見合わせる。




「なにしてたんだろうね？」

「りゅい？」




　やっぱり不思議な子だな、と思った。でも、どうにか仲良くなりたいとも思うのだった。





　　　＊






　それから演劇部にもう一度帰ろうかな、と校舎の中を歩いていると、またしても見覚えのある後ろ姿を見つける。




「おーい！　赤あか間ま君！」

「あ、ああ！　い、一宮いちのみやちゃんか……！」




　後ろから突然声を掛けたからだろうか、驚いた様子だった。

　それに、なにやらいつもと違ってモジモジと歯切れが悪いように見える。どうしたんだろう？　お腹なかでも痛いのかな？




「どうかしたの？」

「…………あ、あのさ」

「ん？」




　しばらくは何かを言おうとしては言えないという萌もえキャラっぽい行動を繰り返していた赤あか間ま君だったが、何かを決心したかのように話し始める。




「ア、アスヒがルーキー戦以来、元気が無い的なことを聞いたんだけど……どうにかして元気づけてやれないかな？」




　照れ臭いのか、どうしたらいいのか分からないという感じで聞いてくる様子に、思わずキュンキュンしてしまう。




　いいね！　普段のツンとした感じもいいけど奥手な感じも萌えるよ!?　照れ隠しに「ほら、一宮いちのみやちゃんって元気だけが取り柄的な感じだし！　というか元気以外に何もない的な!?」と言われたのは正直どうかなって思うけど、私は大人なのでそこは聞かなかったことにしてあげるよ！　大人の女だからね!?




　でも、




「うーん、確かに直後は元気無かったかなあ」

「そっか」

「元気を出させる方法かあ……うーん」




　私は腕を組んで一いつ生しよう懸けん命めい考えてみる。

　結構すぐに気持ちを切り替えられるタイプなので、正直自分が落ち込んでる時にどうされたら嬉うれしいかなんて考えたことが無かったかもしれない。

　それでも、私はアスヒくんの笑顔を見られる方法をと考えて、一つの結論に至った。




「それなら、『慰なぐさめる会』を開こうよ！」

「『慰める会』？」

「うん、なんて言ったらいいのかな、しんみりした感じじゃなくて、こうパーティーみたいな感じで！」




　それだと余計落ち込んじゃわないかな、とかいろいろ難しい事を考えるよりも、きっとみんなでワイワイとやれたら楽しいと思うし、アスヒ君も楽しんでくれると思う。




「そっか……！」

「うん！　まかせてよー！　じゃあこれから人を集めてくるからね～！」

「え!?　い、一宮いちのみやちゃん!?　今から的な感じなの!?」

「善は急げっていうし、赤あか間ま君は部屋で待っててねー！」

「あ、おい……！」




　赤間君が何かを言っていたが、私はろくにその声も聞かずに走り出していた。

　それに、私もなにかアスヒくんのためにしてあげられる事があるならしてあげたいという気持ちでいっぱいだったのだ。





　　　＊






　ということで、集合場所には主しゆ賓ひんのアスヒ君はもちろん、ひみちゃんと花か袋たいちゃん、そしてシグレが集まっていた。

　ひみちゃんと花袋ちゃんは書道部の部室までいって直接誘い、シグレには端末からのチャットで、何の用事かも伝えずに簡潔に呼びつけていた。

　それでも忠犬のように文句ひとつ言わず駆けつけて、なぜか料理まで持ち込んでいた。




「エルナちゃんから呼び出されるなんて幸せだなあ！　ちょうど食べさせてあげようと思って料理を作っていたから持ってきたよ！」




　はしゃぐシグレの姿を見て、赤間君がドン引きしている。




「も！　恥ずかしいからやめてよね！　あ、でも料理はちょうどよかったかな、赤間君キッチン借りてもいいかな？」

「いいけどさ……っていうか本当にここでやるつもりか!?」




　そう、パーティ会場はそのまま赤あか間ま君の部屋にする流れになっていた。

　やっぱり他の場所にしないか？　と何度も不満を漏らす赤間君だったけど、広さを考えてもこの場所が適任としか思えないのだ。




「みなさま……ありがとうございますですっ！」




　アスヒ君は恐縮して頭を下げるも、とても嬉うれしそうにしていた。

　そんなアスヒ君の顔を見て、不満を漏らしていた赤間君もやれやれという表情に変わる。




「でも、この部屋ってちょっと殺風景だよね。よーし！　ひみちゃん！　花か袋たいちゃん！　シグレが料理を準備している間に飾り付けしちゃおうか！」

「あ、ちょっと勝手な事をするんじゃ……！」

「オッケーだよ～！　よーし！　じゃあ花袋ちゃん、あっちから一いつ緒しよに飾り付けてこー！」

「はいっ！　ひみ先輩！」

「おいっ！」




　花袋ちゃんもひみちゃんも気合いバッチリだ。

　そして、なぜかアスヒ君も飾り付けを手伝い始めると、赤間君は不満を漏らすことも出来なくなってしまっている。

　しかもアスヒ君はなぜか持参していたエプロンを着用していて、手先も相当器用なのか手て際ぎわ良く飾りを作り、部屋をデコレーションしていく。




「……う、アスヒさん……一宮いちのみやさんはもちろんですけど……もしかしたら私よりもずっと女子力が高いかもです……」




　その手際の良さを見て、花袋ちゃんが負けたような顔をしている。

　うん、というか、途中でさりげなく私の女子力が皆無的な事を言ってたよね!?　確かにそうかもしれないけどね!?

　そんな花袋ちゃんを見て、ひみちゃんがフォローを入れる。




「だいじょぶだよ～、女子力だったらひみも負けてるし～」




　そう言って「えっへん」と胸を張るひみちゃんの胸元を見てから、花か袋たいちゃんは自分の胸元に視線をやる。




　花袋ちゃんはしばらく黙ると、「ひみ先輩には分からないんです～！」と泣きながらすごい早さで飾り付けをしていった。




　あれ!?　前にもたしかこんな事あったよね!?　でも、大丈夫だよ花袋ちゃん！　花袋ちゃんはささやかながらもそのままの花袋ちゃんで十分素敵だと思うよ!?




　ちなみに、当のアスヒくんはそれを見て「わ、すごいです！　ボクも頑張らないとです！」となおさら手て際ぎわ良く飾り付けを行っていくのだった。

　そんなこんなもあって、あっという間に準備が終わった。




「さて！　じゃあ愛いとしのエルナちゃん、ルーキー戦ベスト８とアスヒ君準優勝おめでとう～！」

「「「「おめでとう～!!」」」」




　シグレの掛け声によってパーティーが開始となった。ちなみに、『慰なぐさめる会』とは言わずにそれぞれの頑張りをお互いに健闘し合うパーティーということになっている。




「花袋ちゃんもよく頑張ったね～、えらいえらい、だよ～」

「ありがとうございます！　でも、次はもっとがんばります！」




　花袋ちゃんがひみちゃんに頭を撫なでられ、照れたように微笑ほほえんでいる。ちょっと羨うらやましいんですけど!?　私も頭撫でたりして欲しいんですけど!?




「エルナちゃん、エルナちゃんも頭……撫でてあげようか？」




　私がその光景を羨ましそうに眺めていると、なぜか頰ほおを赤らめてシグレがそんな提案をしてきた。




「…………」

「え!?　無視かい!?　反応すらしてくれないんだね!?」




　シグレが、でもその冷たい表情も可愛かわいいよ！　なんて気持ちの悪い事を言っているのは置いておくとして、アスヒ君の方を見てみる。

　そこには、慣れた手つきで自然に料理を取り分けているアスヒ君の姿があった。

　すでに取り分けられたサラダを見ると、その女子力の高さは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　それぞれのお皿にバランス良く分配されており、また、一皿一皿が綺き麗れいに盛りつけられている。




「う……！　私達たち三人よりもはるかに女子力が高いよっ！　アスヒ君恐るべし……！」

「ひみ、ピーマンは無しにしてほしいな～」




　私達がそんな話をしていると、ようやく正気に戻ったのかシグレがアスヒ君の近くへと移動する。




　シグレは「そんなのはボクがやるからアスヒ君は座ってて」と言って赤あか間ま君が座っている席の方へとアスヒくんを連れて行く。

「でも先輩にそんな申し訳ないです」というアスヒ君。

　シグレはそんなアスヒ君に対し、「今日はルーキー戦のパーティーで、主役はルーキー達なんだからいいんだよ」と言って、赤間くんの隣の席に強制的に座らせる。

　しばらく申し訳なさそうしていたアスヒくんだったが、少しすると隣の赤間君と会話を始めた。




「あの……今日はありがとうございますです！」

「……あ、ああ」




　赤間くんはアスヒくんが隣に座るとなぜかちょっと赤面して緊張気味になっていた。




「優勝できなかったのは悔しいだろうけど、まあよく頑張ってた的な感じじゃないかな？」

　なんて、赤間君はツンっぽく労ねぎらう。




「あれ～赤あか間まっち、耳が真っ赤だよ～？」

「うふふふふ、うぶですなあ～」




　普段はあまり見られない赤間君の様子を見て、思わずからかってしまう。




「う、うるさい！」




　と赤間君は真っ赤な顔で反発してくるのだった。

　その様子を見て、アスヒ君は喜ぶ反面、真剣な面おも持もちで相談をはじめる。




「赤間先輩、ありがとうございますです……」

「……ん？　うん」

「……ボクは、中等部の頃ころから大勢の方に期待してもらっていて、それはとても嬉うれしいことなので、出来る限り頑張ろうと思ってやってきました」




　アスヒ君はのそれは、もしかしたら相談というよりも、独り言に近かったかもしれない。




「でも、実際には、その頃からボクの能力は強さになんの進歩もなくて……赤間先輩に負けた時もそうですが……この先は、きっとボクなんかよりずっと強い人がいて、それで、いろいろな人にご迷惑をおかけしちゃうんじゃないかって思っているのです……」




　私は思わず口を挟みそうになるが、シグレが肩に手を置いて、「ちゃんと話を最後まで聞いてあげた方がいい」というように首を振って、それで言いとどまる。




「ボクは、ただ星が好きでずっと見ていたいだけなのに、そうしていることがまるで現実逃避のような錯覚に陥おちいってしまって……大好きな星の事まで嫌いになってしまわないかって心配で……それに、こんなボクのために皆さんがこうして集まってくれて、なんだか申し訳ない気持ちでいっぱいなのです……」




　私はついに思わず「そんなことないよ、みんなアスヒくんの事が大好きだよ！」と言いかけるが、今度は赤間くんが制止してくれる。




　そして、赤あか間ま君は真剣な顔で、アスヒ君に声を掛ける。




「決勝も、それまでの試合的なのもずっと見てきたけど、俺と模擬戦をしたときよりも間違いなく向上してるよ。みんながアスヒを評価するのは、影で努力してる姿をちゃんと見てきてるからだろ？　だからさ、なんだ……あんまり気にしないで……いいと思う……」




　途中で照れて言いよどむも、その言葉にアスヒ君はとても感激しているようだった。

　驚いたように目を開き、輝かせながら、「ずっと見ていてくださったんですか!?」と言って、赤間君の手を握る。

　感激のあまり、まるでじゃれてくる子犬のようになってしまっているアスヒ君は、手を握るのみならずそのままハグして来たりしそうになっている。

　そういうのは求めていないから的な！　と照れながら嫌がる赤間君はそのあまりの勢いに後ずさるが、思わず体勢を崩してしまった。

　それはまるで、赤間君のことをアスヒ君が押し倒そうとしているような状態だった。















「おお！　アスヒ君が積極的に!?　いいよいいよ！　そういうのも素敵だよ！」

「わ～！　赤あか間まっちさっきよりも真っ赤になってるよ～？」

「わ、ご、ごめんなさいです！　つい感激してしまって！」

「もう、お二人とも、あんまりからかっちゃダメですよ～」

「エルナちゃんにもし押し倒されたら……ボクはどうしたらいいんだろう!?」




　一人だけ勝手な妄想でわけが分からなくなっていたけれど、そんなこんなでパーティーの時間はワイワイと過ぎていく。




　それからしばらく時間が経たって、そろそろ片付けをしなきゃねという段階になった。




「あ、ほら」




　暗くなってきた窓の外に一番星を見つけて報告するシグレ。




「あ、あれは、アークトゥルスですね。スピカの近くにある星で、幸せの星だなんて言われているんですよ」

「へー！　さっすがアスヒ君！」

「ロマンティックですね」

「幸せの星ってなんか素敵だね～」




　アスヒ君の星の話に耳を傾け、みんなが思い思いの感想を言う中、赤間君は「うん」と頷うなずいてから続けた。




「アスヒはさ、自分じゃ気付かないかもだけど、いつだってあんな風に強く輝き続けてるよ。……少なくとも、俺にはそう見える」

「……！　はい！　ありがとうございますです！」




　今度は赤間君も照れずに、しっかりと言いたい事が伝えられていたみたいだった。




　うん、やっぱりこういうのって素敵だなって、純粋に思う。

　私もゆくゆくはこんな風に後輩の事を思いやれる先輩になろうなんて、そんな事を考えるほど。

　そのためにもまず、早く部活を作らないとね！

　パーティーも終わって、改めて気合いを入れ直すのだった。






第三楽章　未確認トレジャー









　ある日の教室で、ブーイングと歓喜の声が同時に響き渡った。




「トレジャーハント？　何それ楽しそう！　宝箱を開けたらそこにはあなたの欲しいものが入っています、だって！　どうしよビミィ!?」




「オイラの首をしめながらはしゃがないで欲しいりゅい……！　お宝もいいけど、死んだらどうしようっていう可能性も心配して欲しいりゅい……うっ」




　ホームルームの中で突然発表された、『ミカグラ学園トレジャーハント』。

　生徒の端末に配布されたのは、宝の在り処かのヒントが隠された一枚の地図だった。




　もちろん私は歓喜の声を上げた側だ。




　新入生と上級生の交流と、オリエンテーリングの一環として毎年恒例で行われるイベントらしいけど、性質上サプライズ性を保つために新聞部も取り上げないから、一年生で開催を知っていた生徒は皆無だと、クルミ先生が説明してくれる。




　ブーイングを上げた生徒は、体力に自信のない、根っからの文化系の子達たちのようだった。




「一宮いちのみやさんみたいに運動神経に自信のある子はいいだろうけどさ～、わたしなんて全力で走るのは10メートルが限界だよ!?　ずっと歩いて宝探しだから、殆ほとんどお散歩みたいになるよ!?」




　なんで私が名指しで槍やり玉だまに挙げられているのか納得がいかなかったけど、きっと元気の象徴みたいに思われているのかな！

　そんな風にポジティブな気持ちでいたら、




「極一部の体力ゴリラに有利にならないように、チェックポイントでは頭を使う仕掛けも用意されていますよ。バカではクリアできないようになっていますから、皆さんバカに負けないようにしっかりと挑戦しましょうね」




　クルミ先生が瞬きひとつせずに私の方を直視しながら、淡々と耳に痛いことを言ってくれた。




「名前は出してないけど私のことですよね!?　確かになぞなぞみたいなのは苦手だけど！　こんな燃えるイベント、何を言われても絶対に一番を目指しますよー！」




　頭が柔らかいほうではないけど、別に成績は悪くないのだ。

　テレビのクイズ番組を見ていると、おバカタレントという分類をされるアイドルよりも更に酷ひどいらしい答えを連発してしまって、お母さんに「将来は体力だけで頑張れるお仕事、一いつ緒しよに探そうね？」って言われたりもするけど、大丈夫なはずなのだ。




　ただ、クルミ先生の説明を聞いてブーイングを発していた側の生徒も納得したのか、やる気を出して宝の地図を真剣に眺めていた。




　私も、その地図を拡大して細かくチェックしていくことにする。

　こういうのは事前の準備が大事なのだ。




「えーと、これは学園の敷地内にある広い森の中……なのかな？」

「そうだりゅい。普段から立ち入り禁止区域に指定されているわけではないけど、何もない場所だから立ち入る者はほぼいないはずだりゅい」




　地の利のある生徒はいない、ということらしい。

　みんなのスタートラインが同じだということで、更に気合いが入る。




「宝を手にする事ができるのは最終地点に最初にたどり着いた人だけ。知恵と、勇気と、そして友情を併せ持った勇者だけが、その宝を手にする事ができるのです」




　クルミ先生が、明らかに渡された台本を仕方なく読んでいるだけという雰囲気を醸し出しながら棒読みで言う。

　私の視線に気がついたのか、クルミ先生は台本を読むのをやめ、無言で私の方に差し出してきた。




「えっ？　私ですか？」




　こくこく、と頷うなずくクルミ先生に台本を渡されたかと思うと、教壇に立たされて、




「続きはここから」




　その先を代わりに読むように促された。

　途中で役割を放棄したよこの先生!?




「うぉっほん！　えー！　知恵と、勇気と、そして友情を併せ持った勇者だけが、その宝を手にする事ができるのです！　しかし、だがしかぁしぃいいいい!?」




「めっちゃノリノリだりゅい……」




　お褒ほめの言葉をいただけるかな、とクルミ先生をチラ見すると、




「ふぁ～あ……」




　完全にアクビをしていた。




　それどころか、早くしろよとばかりに手をグルグルと回すポーズをとり、急いで！　さっさとして！　とプレッシャーをかけてくる。




　なんて教師なの!?

　女神に対してはあんなに優しいのに！

　はっ、これが差別というやつだね!?

　噂うわさに聞く、モンプチというやつだね!?




「差別じゃなくて区別だし、モンプチってなんだろう……？　うっ、もしかしてモンスターペアレンツ……略してモンペの間違いりゅいか!?　それにしても使いどころが間違っているりゅい！　二重苦だりゅい!?」

「モンプチの方が可愛かわいいからよくない!?　猫まっしぐらな感じしない!?」




　そんな会話を繰り広げている間も、クルミ先生の手のグルグルはスピードを増すばかりだ。

　舌打ちらしき音も聞こえてきた。




　先生が生徒に舌打ちって!?




「そんな事で心は折れませんよ！　え～、宝を入手できなくても、ゴールまでのタイムが早ければ賞品としてポイントの贈呈があるぞっ！　うっひょひょーい!!」

「台本を読みながら自分のリアクションも挟み込まないで欲しいりゅい」

「違うよ!?　台本に書いてあるんだよ、ほら見てよっ!!」

「本当だ……うっひょひょーい！　って書いてあるりゅい……。しかも、〝元気一いつ杯ぱいに！〟って注釈までついてる……。クルミ先生がエルナに任せたがるわけだりゅい」




　この学園で教師をやるというのも、楽しそうな一面ばかりかと思ったけどなかなか大変そうだった。




「新入生は全員参加！　スタッフは上級生の有志が務めるから、気になるあの先輩と仲良くなるチャンスだぞっ☆　……ねぇ、そろそろ辛つらくなってきたんですけどこの台本読む役目を返上させてもらってもいいですか……」




　クルミ先生に涙目で訴えてみるけど、全く目をあわせようともしてくれない。

　クラスメイトのみんなは私の事なんて意に介さず、各々でどんなゲームなのかわいわい盛り上がっているのが更に悲しさを加速させてくれた。




　地獄のような時間はしばらく続き、終わった後、花か袋たいちゃんだけが労をねぎらうようにドリンクを差し入れてくれた。




「一宮いちのみやさん、ナイスファイトでしたよっ！　途中からは台本に入り込んで、勇者になりきって魔王と戦ったりお姫様になりきって救出されてみたりの大活躍でしたねっ！」

「言わないで……。何も、何も思い出したくない……」

「あのセリフには心が震えちゃいましたよ！　なんでしたっけ？　〝本当の宝は……キミ達たち自身の中に眠っているんだぜ☆〟ですっけ？」

「お願い、殺して……。抵抗しないから早く私を殺して……」




　花袋ちゃんが純粋に感じ入るものがあった、という風に褒ほめてくれるだけに、余計に心の傷口が痛んだ。




　恨むよ、クルミ先生……。




　うさ丸まるが同じクラスなら、台本をパスしてやったのに、と関係ないところにまで逆恨みしてみたりもする。

　うさ丸なら間違いなくノリノリで演じきるはずだった。

　むしろ勝手なアドリブも入れながら、青春炸さく裂れつストーリーに仕立て上げるはずだった。




　そんな事を考えていたら、




「本当の宝は……ふふっ、キミ達たち自身の中に眠っているんっスよ!?　うおッッ!!」




　どこか遠くから、うさ丸まるがそう叫ぶ声が聞こえた。

　耳を疑ってビミィの顔を見たけど、間違いない、というように頷うなずいてくれたので現実みたいだ。




「うさ丸……自分のクラスで、私と同じ役割をさせられてたんだね……。そして予想通り超楽しんでるね……？」

「幸せそうな学園生活で何よりだりゅい……」




　うさ丸に乗せられてクラス全体が盛りあがっている歓声まで聞こえてきて、なんだか自分のノリの悪さと実力不足を嘆きたくなるのだった。




　なに、この敗北感……？





　　　＊






　クルミ先生に先導されてトレジャーハントのスタート地点へやってきた。

　既に一年生がたくさん集まって、開始の合図を待っている光景がそこにはあった。




「空は快晴！　イベント賛成！　絶対安静！　くぅっ！　楽しみっスねぇ!!」

「最後のやつダメでしょ!?　響きのいい言葉を並べようとしてるけど、絶対安静なら寝てなきゃでしょ!?」




　私の姿を見つけて、うさ丸がぴょんぴょんと飛び跳ねるようにして絡んできた。




「こんな風にうさ丸がやる気を見せてますけど、さっきこっそり、〝その鼻でお宝の場所を嗅かぎ分わけられないっスか!?〟って聞いてきたんですよ」




　無表情でそう告げ口するのはトンきゅんだった。




「それは言わないでって約束したはずッス～！　演劇部員には亀の衣装を与えられた一年生がいるんだけど、そいつだけには絶対負けたくないと思ってるっスよ！　うさぎと亀の童話のようにはいかないっスからね～！」

「うさぎと亀の童話ってどんなのだっけ？　うさぎが亀に彼女をとられて、復ふく讐しゆうのために鬼おにヶが島しまで弟子入りするヤツだっけ？」

「そんな童話ないッスよね!?　内容が怖すぎるでしょ!?　子供の頃ころそんな絵本を読み聞かせされたらトラウマになるっスよ!?」




　でも、冗じよう談だんでもなんでもなく確かにそんなような内容の童話を、まだ小さい頃にシグレに読んでもらった記憶があるのだ。




「シグレ……？　あっ……」




　瞬時に全てを察してしまい、その童話の内容を詳しく聞いてこようとするうさ丸まるから静かに距離を置く。

　しつこく追いすがろうとしてくるうさ丸をトンきゅんが止めてくれて、




「今のうちに早くいってください。うさぎと亀、今度本物の絵本をお貸ししますよ」




　と気を使うように笑ってくれた。




　その優しさが逆に心に痛い、痛いよ!?




　スタート地点の周辺を歩き回ってみると、一年生はそれぞれ思い思いに待ち時間を過ごしているようだった。

　クラスメイトで固まっている集団もいれば、同じ部の一年生で徒党を組んでいるところもある。

　もちろん、トレジャーハントは基本的に個人戦だろうから、一人で端末の地図を覗のぞき込こんでいる子も大勢いた。

　その中でも、ルーキー戦で活躍したり、たくさんの投票を集めていた生徒の周りにはそれを観察しているのか、スタート前からマークしているのかわからないけれど視線が集中している。




「放送部の遠と石いし遥はる架かちゃんだりゅい。あの列は……もしかしなくてもサイン待ちなのかな？」

「あそこだけアイドルのイベントみたいになってるんだけど、大丈夫？　そしてなぜかさっきまではしゃいでたはずのうさ丸まるもその列に並んでるんだけど、大丈夫……？」




　自分の順番がきて、「うさ丸きゅんへ！　って書いて欲しいっス！」と熱くお願いする姿を目撃してしまった。

　遥架ちゃんは嫌な顔ひとつせず笑顔でリクエストに答えて、「お隣のお友達……豚さんかな？　豚さんはわたしのサイン、いらないですか？」とうさ丸に付き添っているトンきゅんにまで親切に声をかけていた。




「せっかくなのでいただきます。本名は……」




　本名をサイン色紙に入れる形で書いてもらおうとトンきゅんが名前を告げようとしたところで、高らかにド派手なファンファーレが鳴り響いた。

　遥架ちゃんのサイン会も、そのタイミングで放送部の他の一年生メンバーがまるでスタッフのように打ち切ってしまっていた。




「普段からアイドルのサイン会を仕切っているかのような手て際ぎわのよさっスね……。トンきゅん、また今度書いて貰もらえばいいっスよ！」




　トンきゅんがサインを貰えなかった事に落ち込んでいるのだと勘違いしたうさ丸が、トンきゅんの背中をぽんぽんと叩たたいてあげていた。




「サインは気にしないのでいいんですけど。また今回も本名を言えずに……」




　マスクをしているので表情は窺うかがい知しることがてきないけど、なんとなく落ち込んでいるような気がする。

　いつの日かトンきゅんの本名を耳にする日が来るのだろうか、と思う。




　なんか、卒業するまでずっと謎のままな気がしてならないのは私だけかな……。




　ファンファーレはそのままＢＧＭに変化し、始まりを予感させる壮大な音楽がスタート地点に鳴り響いていた。

　ロールプレイングゲーム然としたファンタジックな音に、期待感が刺激されるのを感じる。




「えーと、もう一回地図を確認っと……。地図とはいっても、チェックポイントの大まかな位置しか書かれてないんだよね。距離感も全然わからないし」




　端末を取り出して地図を表示してみるけど、普段とは違い地図上に現在地点が表示されない仕組みになっていた。

　あくまでも自分の感覚だけで勝負しろ、というゲームらしい。




「とりあえず歩いてみるしかなさそうだりゅい」




　ビミィはヒントを出そうにもトレジャーハントの詳細を知らないらしく、一いつ緒しよにいてもハンデにはならないので問題なくそのまま付き合ってくれるみたいだ。

　音楽は鳴り止やむ気配を見せず、むしろボルテージは高まっていくばかり。

　スタートの合図はどうやってされるんだろ？　と不思議に思っていると、




「勇敢な一年生諸君、トレジャーハントへようこそ！　幾重にも張り巡らされた仕掛けの数々を突破して、最初に宝の在り処かへ辿たどり着いた者には……ッ」




　音楽に乗せてスモークの演出が突如として出現。その中から登場したのは当然のように、




「また司会がシグレなの……？　こういうの、もしかして全部担当してるの!?　シグレが卒業するまで大きなイベントは欠かさず登場する気なの!?」




　……当然のように、私の従兄いとこであり、漫画研究会代表の二にの宮みやシグレの姿だった。

　私を見つけたのか、バチコンッ！　という音が聞こえてきそうな勢いでこちらへウインクを飛ばしてきた。

　……公私混同も甚はなはだしいんだけど、こんなんでも毎回司会を更こう迭てつされずに任されるなんて、ミカグラ学園にはよっぽど人材がいないのかなって不安になる……。

　こういう仕事こそ、放送部とかそういうところがやるべきなんじゃないの、ねえ……？




　私の存在も、一時期はひみちゃんに対抗戦で勝利した新入生という有力な無所属者として認知されつつあったのに、最近では二にの宮みやシグレが愛する従妹いとこ、として学園内で有名になってきてしまった気がする。




「嬉うれしくない、嬉しくないよう……」




　私の想おもいを知ってか知らずか、シグレは不必要だとしか思えないオーバーアクションをとりながらルール説明を展開していた。

　それを見て盛り上がっている一角は、漫画研究会の一年生達たちだろうか。

　漫画研究会ではシグレは相当なカリスマ扱いで、そんな憧あこがれの人が親しん戚せきとはいえ私の事を可愛かわいがっているのが面白くないらしくて時折敵意のこめられた視線を感じることがあった。




「しかも、男女問わずだから余計恐ろしいよ！　シグレは男にも人気なの!?」

「前に新聞部の企画した、頼れる先輩ランキングではダントツのトップを獲得していたりゅい」

「正気を取り戻させたい先輩ランキングの間違いでしょ……？」




　ビミィとコソコソと話していたら、漫画研究会の一年生二人からキッ！　と睨にらまれてしまう。




「あの二人……どこかで見たような？」




　漫画研究会に足を運んだ時だったかな？　頭の片隅に引っ掛かるものがあった。

　そうしている間にも、シグレのルール説明は終わりスタートの合図が叫ばれた。




「ミカグラ学園トレジャーハント！　宝の中身は、夢か希望かはたまた金銀財宝か!?　探し出せ、開けた者の望むがままさ！」




　シグレがどこから取り出したのか薔ば薇らの花を一輪口にくわえて、森の中を指差す。




「えっ、あっ？　もうスタートしていいんスかね？」

「先輩があの体勢で止まっているからもういいんだと思いますよ」

「みんながなかなか移動しないから辛つらそうっスね？　無理な体勢でポージングしてるからぷるぷるしてないっスか？」

「薔薇の花のトゲにやられて、唇くちびるから血が出ていますね」




　うさ丸まるとトンきゅんが、シグレの真ん前に陣取って情けない姿を実況解説してくれていた。

　もうスタートしていいらしいよ、とザワザワと伝聞形式で伝わり、別に我先にと走り出すわけでもなく、みんなゆったりと森の中へと足を踏み入れていった。




「地味なスタートだね……？　私達たちもいこっか！」

「移動してあげないとずっとあのポーズから動けないっぽいりゅい。早くスタートするのが情けというものりゅい」




　漫画研究会の一年生はそんなシグレもカッコよくみえてしまうらしく、色々な角度から興奮を隠しきれない様子で端末でパシャパシャと写メを撮りまくっていた。

　私にはなかなか理解しにくい世界だ……。

　すっかり出遅れてしまったので、いい加減スタートしてチェックポイントを探さないとかな、と考えていると、




「ぴーぽー、ぴーぽー！　救護係のひみだよー！　早さつ速そくこちらに心の負傷者がいると聞いて参上したよー！　あっ、流血もしてるんだねぇ」




　聞き覚えのある声が耳に飛び込んできた。振り返ってみると、シグレのところにナース姿の少女が座り込んでつんつんと突っついている。




「あのぉー、もう大丈夫ですよー！　痛いの痛いのとんでけー！　どぉですか？　治ったかなっ？　ふぅ、救護係もなかなか大変だよー」




　まさか、と思ってダッシュで正面に回り、その少女の正体を確かめてみると……、




「ひみちゃんだ!?　ひみちゃんがナース服で、ナース服がひみちゃんで……!?　えっ!?　どういうことですか!?」

「エルナ、落ち着くりゅい」




　これが落ち着いていられますか！　普段の和服姿も可愛かわいらしいけれど、その下に隠されていた育ちの良さがこの白衣だと思いっきり飛び出してしまっている。




「あっ、エルナちゃんだー！　ふふーん、似合う？　似合うかなっ。ひみはね、救護係さんなんだよー」

「神様、ありがとうございますっ！」

「なんで急に神様にお礼言ってるのぉ？　変なエルナちゃん！　あっ、ヘンナちゃん!!　懐かしいねその呼び方っ」















　くすくすっとひみちゃんが笑うたびに、胸元の素敵なパーツが連動してぷるぷると震えるのだ。

　シグレは口元から血を流しているけど、私は興奮のせいで鼻から血が出そうだった。




「ちょっとビミィ！　もっとひみちゃんを笑わせて!?　その哀れな姿で笑いを呼び込んで!?」

「失礼すぎるりゅい!?」




　シグレは放置された状態で、ひみちゃんを中心に盛り上がってしまっていた。

　あたりを見渡せば既に漫画研究会の一年生でさえスタート地点を離れてしまっていて、まだマイペースにこんな所にいるのは私だけ。




「ほらー、エルナちゃんも早く行かないとだよ！　ケガしたらひみが診てあげるから、安心していってきてねっ」




　ひみちゃんがそう言いながらウインクをしてくれた。

　これはもうただの美少女ではない。

　凶器だ……。

　どうにかなってしまいそうだよ!?




「あれっ!?　いたたたっ!!　これは折れてるかも？　気付かない間に骨が折れてしまっている気がしてきたよっ」

「演技が雑な上にヘタクソすぎるりゅい……」




　ひみちゃんナースに診てもらいたい、という乙女心がわからないのかな!?




　わかりたくもないりゅい、と返されそうなので言わなかったけれど、こんなチャンスは二度とないかもしれないのだ。




　あの柔らかそうな胸に抱かれて眠りたい……。

　例えそれが永と久わの眠りでも構わないよ……。




「もー！　仮病なんてする悪い子にはお注射しちゃーうぞっ？」

「是非お願い致します!!」




　土下座してでも、という勢いで頼んでみたけれど、真面目まじめに受け取ってもらえずに背中を押されるようにして強制的にスタートさせられてしまった。

　でも、ひみちゃんのあの姿は脳のう裏りに深く焼きついている。




　今日は私なんだか、とっても頑張れそうな気がするよ！





　　　＊






　森の中に足を踏み入れると思った以上に木々が高く、まだ日が高い時間なのにも関わらず時間の感覚を失いそうなほど深い森だった。

　どっちを向いても当然のように森しかなくて、方向感覚も曖あい昧まいになってくる。

　こうなってくると、地図はまるで役に立ちそうになかった。




「あんなにたくさん一年生がいたのに、どこにも見当たらないねー」

「スタートが遅れたせいもあるけど、純粋にこの森が広すぎるせいだと思うりゅい」




　学園の敷地内とは信じられないくらい、どこか知らない世界にでも迷い込んだと言われても頷うなずいてしまう程に広大な場所だった。

　木には、先に行った生徒がつけたと思われる目印がついていたりもする。




「ちぇーっ、目印も自分以外にはわからないような書き方をされてるから、ちっとも参考にならないよ！」




　暗号のようにしか見えないマークは、何を指し示すものなんだろうか。

　あるいは、一年生がつけたのではなくトレジャーハントのヒントとして最初から先輩方が残したメッセージなのかもしれない。

　そんな判断さえできないくらい、私はこういうのが苦手なんだと今更ながらに気付く。




「個人戦ではあるけど、友達と一いつ緒しよに進んだ子もたくさんいたよね？　私も誰だれかにくっついていけばよかったよー」

「複数人で進むのも問題があるかもしれないりゅい。ほら、あそこ見て」




　ビミィが指差した方角を見ると、遠くで男子生徒二人が争っている姿があった。

　片方の手には、チェックポイントへの通行手形らしきものが握られている。

　どうやら、一枚で一人だけしかチェックポイントを通過できないらしい。




「ああいうこともあるんだね……。一いつ緒しよにもう一枚探そうって風にはならないんだ……」

「普段の繫つながりだったり、本当の信頼関係みたいなものが浮き彫りになる瞬間だりゅい」




　２人は肩でゼエゼエと息をしながら、間断なく攻撃を繰り出していた。

　対抗戦ではないためか、それともまだ目覚めていないだけなのか、能力を発動する様子はない。

　お互い体力を奪い合うばかりで、決着には途方もない時間がかかりそうだった。




「もう後には引けない、って感じだね。ビミィ、行こっか。私達たちも同じものを探すか、別のチェックポイントを見つけよう」




　巻き込まれないように、邪魔にならないように踵きびすを返そうとしたその瞬間、バタリ、という音が同時に二つ聞こえた。

　二人の男子生徒が対たい峙じしていた場所を見ると、眠るようにして一緒に横たわっているのが視界に入った。




「一体何が起こったんだりゅい!?　目を離したほんの数秒の間で……」




　ビミィもその瞬間は見逃してしまっていたらしく、驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

　相討ちになったんだろうか、と考えながら様子を見に行こうとすると、二人の近くの木の陰から一人の女の子が姿を現した。




「おとね……ちゃん？」




　二人が争っていた通行手形を持って、ぼんやりと佇たたずんでいるのは、間違いなく藤ふじ白しろおとねちゃんだった。

　結構な距離を挟んで、向こうも私の姿に気付いたようで目で挨あい拶さつしてくれる。




「き、きちんと注意を払っていないから、こういうことになるんです。藤白は悪くないと思います」




　言い訳するように呟つぶやいて、通行手形をぎゅっと握り締めていた。

　声をかけようとすると、




「もっと注意を払うんです。周囲を観察しましょう？　ほらっ」




　これ以上言わせるつもりですか、というような素振りでそれだけ言い放って、素早く森の中へと姿を消していってしまった。




「周囲を、観察……」




　言われた通りに、何気なく周りを見渡してみる。




　うん、特に何もない、さっきと代わり映えのしない森の景色が広がっているだけ……じゃない!?




「……エルナ、見つけたりゅい？」

「うん、あの木の上！　通行手形が引っ掛かってる！」




　誰だれにも見られていないことを確認してから、素早くジャンプして通行手形を手にする。おとねちゃんは、あの距離からでもこれが見えて……？

　でも、それならあの男子生徒二人から奪わなくても、これを取っていくだけでよかったはず。

　私がフラフラして進めないでいるのを心配してくれたのかな？　と穏やかな気持ちになる。それと同時に、借りっぱなしじゃいられないから、どこかで返さないとね、とも強く思う。







「まずはこの手形を守りながらチェックポイントを探さないと、ね」




　また、どこか遠くで争っているような激しい叫び声が轟とどろいてきた。




　トレジャーハントで、宝箱が受け取れるのは一人だけ。




　この森に外敵はいないと思っていたけど、それは違ってた。




「全員が、敵なんだ……」




　穏やかだったはずの森が、恐ろしい場所のように感じられた。

　葉の擦れる音でさえ、誰だれかが自分を狙っているのではないかという憶測に繫つながっていく。




　頭を使うより、今は得意分野で勝負した方が絶対にいい、よね。




「ビミィ、走るよ。ついてきて！」

「りゅい!!」




　宣言して、私の出せる限りのスピードで森の中を疾駆する。

　誰にも追いつけない速さで。

　誰にも負けない持久力があると信じて。





　　　＊






　チェックポイントはもちろんひとつだけではなかった。

　森の中を行ったりきたりと揺さぶられる中で脱落者も多数いるようで、ひみちゃんをはじめとした救護係の先輩達たちは大忙しみたいだった。




　ただ、困ったことがあると毎回必ず偶然なのかおとねちゃんが顔を出して、限りなく答えに近いヒントをくれてパッと立ち去っていくのだ。




「偶然って、こんなに毎回重ならないよねぇ……？」

「それよりも、あの子のスペックの高さに驚かされるりゅい。知能を試されるチェックポイントも、体力を必要とするところも全て簡単にクリアしていくりゅい」

「ルーキー戦優勝者の実力ってやつだね。しかも、私の事を気にかけてくれた上でなんて。インタビューや新聞部の号外の影響で敵も多いはずなのに、問題にもならないみたい」




　いくつめのチェックポイントだろうか。

　そのポイントでは待機している先輩がいて通過者の端末に新たな地図を配布しており、そこには『休息所』と書かれた場所が記されていた。




「ここまで進んでこれたのは多分まだ全体の一割もいないよ。ここからが本番だから頑張って！」




　優しい声こわ色いろで、『ここからが本番』という残酷な事実を告げられて肩を落としそうになったけど、次は休息所という事だけを心の支えにして地図に記された場所へと歩き出す。

　ここまでくると、みんなで固まって仲良く進んできたというグループはかなり数を減らしていた。

　単独行動か、あるいはペアを組んでチェックポイントを通過してきた者が大多数のように見受けられる。




「みんな同じ休息所に向かってるのかな？　滅多に人とすれ違うことなんてなかったのに、近くに何人も見え隠れしてる」

「お互い警戒してるのか距離をとってるけど、ルーキー戦でいいところまで勝ち残った子が多く見受けられるりゅい」




　ビミィにそう言われてもう一度そのつもりで四方を見渡すと、放送部の遠と石いし遥はる架かちゃんの姿を発見できた。

　しかも汗ひとつかかずにケロッとした表情で、まるで近所の散歩でもするかのように優雅に歩いている。

　おとねちゃんといい、対抗戦の強者は総合力があるからこそ強者なんだな、と納得してしまう凄すごみがあった。




「あっ、急に拓けたところに出たりゅい」

　地図と見比べてみると、どうやらここが休息所に設定されたポイントらしい。

　いつの間にか森の端まで来ていたようで、森を一いつ旦たん外れて学園の建物が見える場所になっていた。




「人だ！　人がたくさんいるよ!?　私達たち助かったんだ！」

「なんで森で遭難した人みたいな反応をしてるりゅい……？」




　この場所は安全地域に設定されているらしく、森の中とは違いみんな和なごやかに休息をとっているみたいだった。

　先輩方もたくさんいて、一年生のケアをしてくれていた。

　ただ、スタート地点に集まっていた人数からすると、確かにここまで辿たどり着けているのはほんの一割程度かもしれない。

　顔見知りはいないかと歩き回ってみるけれど、おとねちゃんに知らんぷりされた以外では親しい友達は見当たらなかった。




「休息所だけあって、ドリンクなんかも支給されているみたいだりゅい！　ほらあそこ！」

　簡単な机やテントが用意されたその一角も、有志の先輩が担当してドリンクを配布しているようだった。




「って……あれってもしかしなくても……」

「うん……。とってもわかりやすいりゅい……」




　多種多様なドリンクを配布している中で、見知った二人の先輩が目に飛び込んできた。

　他のドリンクには軽い人だかりができているのにも関わらず、その二人にところだけは閑散としているのでとてもよく目立っている。




「……暖かいお茶……たくさんありますよ……。あっ、茶柱が立った。……これは、私が自分でいただくことにしましょう」




　いつも通りのマイペースでお茶を配布しているのは、華道部代表の湊みなと川がわ先輩だった。

　通りかかる一年生に控えめにお茶をアピールしては、冷たい飲み物がいいからと拒否されまくっている。




「茶道部の先輩はあっちでオレンジジュース配ってるよ!?　でもそれが正解だよ！　とにかくポットをたくさん用意してあるけど、大行列ができる想定で準備しすぎでしょ!?」

「冷めたお茶は配れないからって自分で飲んでるみたいだりゅい……。っていうか、さっきから殆ほとんど湊みなと川がわくんが飲んでる気がするのは錯覚かな……？」




　大人気になったらどうしよう、とぽわぽわと想像して、張り切ってたくさん用意したのかなって思うと涙が出そうになる。

　飲んであげて!?　みんなもっとお茶飲んであげようよ!?

　その隣で立って一年生を威い嚇かくしているようにしか見えない先輩はもっと酷ひどい。




「今朝絞りたての牛乳だ。俺が厳選した新鮮なヤツだから、早いもの勝ちだぞ」




　ギロリと睨にらみをきかせてパックの牛乳を配っているのは、美術部代表の九く頭ず竜りゆう先輩だった。












　みんなその迫力にビビってしまって、付近に近づこうともしない。

　そのせいで更に九く頭ず竜りゆう先輩がイライラするという負の連鎖が巻き起こっているようだった。




「ジュースなんて女子供の飲むもんだ！　男なら牛乳飲め牛乳！　オラ、そこのひょろいお前！　ひとつどうだ!?」




　声をかけられた細身の男子は、「ひええ～っ！」とまるで不良に恐喝されたような悲鳴をあげながら逃げていってしまう。

　さすがにその反応に落ち込んだのか、




「どうしてだ……？　あ、牛乳じゃなくてミルクって言った方が人気が出るか……？」




　牛乳を片手にブツブツと独り言を漏らしていた。




「そういう問題じゃないです、えのやん先輩っ……！」

「九頭竜君が牛乳を置いてある場所から離れるとポツポツと取っていく生徒が現れるりゅい。牛乳が不人気というよりも、むしろ原因は……」




　ビミィ、それ以上は言わないであげて!?

　湊みなと川がわ先輩と九頭竜先輩の二人はドリンクの配布に無む我が夢む中ちゆうなのか私の姿には気付かない様子だったので、そのままスルーさせてもらうことにする。

　普通に他の先輩から炭酸飲料を受け取り、何も見なかったことにしてその場から離れた。

　これから続々とこの休息所に一年生が来るだろうし、お茶と牛乳の需要も出てくる、はず……。

　そう考える途中で自信をなくしながら、休息所の出口を目指す。




「ここに入ったときから気になってたんだけど、休息所から出て行く子が全然いないんだよね」

「謎はあの出口にあるようだりゅい。ほら、新たなチェックポイントになっているりゅいよ」




　休息なんてとらずに先を急ぐ者も続出しそうになりそうなものなのに、そうならない理由。

　投影されたモニターに表示されたチェックポイントの通過に必要な事項、それは。







『ここから先はペアを組んで宝を探せ！』







　モニターを囲む生徒からは、困惑の表情が伺える。

　ゲームのルールが、ここから先は大きく変わるようだった。




　既にペアでここまで進んできていた者だけが、関門を通り休息所を抜けていく。

　だからこそ、出て行く者が限りなく少なく見えていたのかもしれない。

　けれど、皆無ではない。

　ペアがなかなか組めずにここに残っている生徒は、一様にどこかあせりはじめているのがわかった。




　そんな中に、彼女の姿があった。

　その瞬間、よしっ、と頷うなずいてすぐに決断する。




「おとねちゃん。よかったら……私とぺアを組んでくれないかな？」




　どこか心細そうに立ち尽くしていた少女。

　誰だれにも話しかけることができずに、そして誰からも話しかけられずにいた少女。

　それは、ルーキー戦優勝者の藤ふじ白しろおとねちゃんだった。

　ただでさえ優勝者にペアを組もうだなんて言い出しにくいのに、あのインタビューのせいで変に敬遠されてしまっている面もあるはずで。

　遠巻きに注視されているものの、誰一人としておとねちゃんに近づこうとする者はいないみたいだった。




「で、でも藤白は……。誰かとペアを組んで上う手まくやるなんて、そんな自信全然なくてっ……」




　どうしたらいいか余程不安だったのだろう、今にも泣き出しそうな声で。

　捨てられた子猫みたいに、縋すがるような瞳で私の事を見つめていた。




「いつも、いつだってお友達に囲まれていて。他に、ペアになれる相手はたくさんいますよね？　な、なら別に藤ふじ白しろじゃなくても……」




　いつだって、どこかから見てくれていたんだろうか。

　声をかけてくれたらいいのに、そうする事がなかなかできずに。

　いつも一人で、一人きりで見てくれていたんだろうか。




「ここまで辿たどり着けたのは、おとねちゃんのお陰。だから、もう一回だけ、私を助けてくれないかなっ？」




　そう言って、手を差し伸べて握手を求める。怯おびえたように小さく震えるおとねちゃんに向けて。




「ダメ……かな？」




　反応がないので、もう一度押してみる。

　沈黙が、二人を包み込む。

　おとねちゃんが迷っているのが手に取るようにわかった。

　小さく息を吞のむ音が、聞こえた。




「そ、そこまで言われてしまったら仕方ないですねっ。助けて差し上げます！　藤白は、お願いされたら断れないタイプなんですっ」




　嬉うれしそうに、でも泣きそうになりながらそう言って、私が伸ばした手を両手でぎゅっと強く握ってくれた。




　もう離さない、とでもいうみたいに。




　その光景に触発されたわけでもないだろうけど、ちらほらと交渉が成立して関門を抜けていくペアが散見されはじめた。

　いつの間に休息所に辿たどり着いていたのか、気付かない間に見知った顔もいくつか現れていて。




「ルーキー戦の優勝者ちゃんとのペアっスか！　意外だけど、なんだかお似合いっス。ね、トンきゅんもそう思わないっスか!?」

「自分達たち二人はここまでのチェックポイントも全てペアで進んできました。にわかコンビには負けませんよ」




　うさ丸まるとトンきゅんのペアは、そう言って先を走っていった。

　かと思えば、想像もしていなかったペアも生まれている。




「一宮いちのみやさん、もうここまで来てたんですねっ。ふふっ、わたし思いきってナンパしちゃったんです♪」




　後ろからトントンと肩を叩たたき、声をかけてくれたのは花か袋たいちゃん。そして、その隣にいるのはなんと、




「ナンパ……されちゃいましたのです。やっぱり、知らない方と組むよりは何度か顔を合わせた事のある方との方が安心ですので！」




　なんと、女の子にナンパされてちょっとだけ照れくさそうにしているアスヒ君だった。

　確かに、私を通じてこの二人は何度も顔を合わせてるし、話もしてたはず。

　思わぬペアに面食らったものの、並んでみれば納得のいく雰囲気ではあった。




「むーっ！　私達だって負けないもんねっ、ね、おとねちゃんっ！」

「し、知りません！　腕を組んでくるのはやめてくださいっ」




　抵抗されるのを無視したまま、関門を潜り抜けて先へと進んでいく。

　一人でいる時よりも、足取りがずっと軽くなっているような気がした。

　それはどうやらおとねちゃんも同じようで、途中からは引っ張られるような形で走り出していた。

　横を見ると、今までに見たことのないようなおとねちゃんの表情があった。

　潑はつ剌らつとしていて、おどおどと何かに怯おびえているような様子のまるでない、自然な表情が。





　　　＊






　森の上空を浮かぶカメラから、




「現在最終関門を抜けているのは10組のみ！　既にペアの相方という素晴らしい宝を見つけているともいえるこの10組20人！　トレジャーに真っ先に辿たどり着くのは果たしてどのペアだぁ!?」




　煽るような実況が聞こえてきた。




「シグレ、司会だけじゃなくて実況までしてるんだね……。カメラにスピーカーがついてるんだ」

「あのカメラ、さっきからエルナを色んな角度から狙ってるりゅい。多分だけど手動で追ってるんだと思うりゅい……」

「き、気持ち悪いですっ」




　おとねちゃんが心底嫌そうな顔をして飛び上がったかと思うと、カメラに向かってチョップして見事一撃で叩たたき落していた。




「エルナヂャーン!!」




　壊れたスピーカーから、シグレの断末魔のような声が聞こえてくる。

　ビミィの予想は的中していたらしい。

　おとねちゃんと見つめあって、どちらからともなく笑い出してしまう。




「お気楽なもんだなァ、ピクニック気分かよ？」




　そんな時、突如として頭上から声が降ってきた。

　おとねちゃんが身を挺ていすようにして私を庇かばい、警戒態勢に入る。

　声のした方向を向くと頭上には見当たらず、既に降りていたのか大きな木に寄りかかるようにして二人の一年生が立っていた。




「えーと、どなたでしたっけ……？　って、あ！　漫画研究会の！」




　シグレに連れられて部室に行ったときに何度か顔を合わせてはいるけれど、名前までは知らない気がした。

　よく知らない相手なのはおとねちゃんも同じようで、興味を失ったように二人から視線を逸らしてしまっている。

　すぐに危険はない相手、と判断したらしい。




「シグレ様の従妹いとこだからってなァ、調子にのってんじゃねーゾ！」

「……そだそだ」




　男勝りな女の子が勢いよく啖たん呵かをきったかと思うと、長髪の男子がぼそっと同調して相槌をうっている。

　確か双子の姉弟だったと記憶している。

　よくよく思い出してみたら、スタート地点で私の事を睨にらんできた二人ってこの子達たちだ！

　嫌われるような事、何もしてないと思うんだけど……？

　どうしたものかと黙り込んでいると、言い返せないんだと勘違いしたのか畳み掛けるように続けてきた。




「漫画研究会はな、家族みたいなもんなんだヨ！　お前とシグレ様とのうっすいうっすい、味のしない薄めたカルピスみたいな血の繫つながりよりもな、ウチらの方がよっぽど強い絆がシグレ様との間にはあるんダ！」

「……うんうん」

　貫禄のあるお姉さんがまくしたてて、おとなしい弟がそれに追随する。




「は、はあ……。そういう事でも私は何も困らないですけど」




　シグレが聞いたら人目も憚はばからずに号泣しそうな返しをしてしまったけれど、二人はその言葉を聞いて途端に目を輝かせていた。















「だろォ!?　ッダルルルルロォ!?」

「……だろだろ」




　興奮しすぎていてもう何を言ってるのかわからない。

　戸惑っていると、おとねちゃんが端末を操作して二人の情報を表示し、私に見るように差し出してくれた。




『漫画研究会　はす見み真ま琴こと』

『漫画研究会　見小こ太た郎ろう』




　ルーキー戦の期待値ランキング、６位と８位に入っていた。

　見覚えがあったのは恐らくそのせいもあったのかもしれない。




「別に大したことないです。二にの宮みやシグレさんにつきまとうだけしか能のない、単なる金魚の糞です」




　おとねちゃんが、ふんっ、と鼻を鳴らして挑発するような言葉を発してしまう。




「んだとォ!?　もう一回言ってみろ、無所属娘がッ！」

「……そだそだ」

「この時期にまだ無所属だなんてなァ、誰だれにも必要とされてない、どこにも混ざれないんでちゅ～！　って名札つけて学園に通ってるようなモンなんだヨ！　自覚しろヤ！」

「……ぼっちっち」




　二人の心無い言葉に、おとねちゃんが明らかに傷ついたような表情をみせた。




「あのさ、黙ってたら言いたい放題言ってくれるじゃない？　無所属なのは私も同じなんですけどー？」




　一瞬で、沸騰してしまった。

　シグレの事で私が難癖をつけられるのならいくらでもやり過ごせる。

　けど、おとねちゃんまで巻き込んで煽あおってくるのは許せなかったし、何よりその鋭利な言葉のナイフで斬りつけられた彼女を見るのが耐えがたかった。




「ま、待って。藤ふじ白しろなら平気だから。ショックなんて、受けてないからっ」

「待たない。ちょっとはね、あの子達たちも痛みを知ったほうがいいんだよっ！」




　おとねちゃんの制止を無視して、双子に飛び掛っていく。

　並び立つ木々の裏を抜けるようにして、回り込むように死角をとろうと動いた。




「そっちは……ダメぇっ！」




　おとねちゃんが叫んだ時には、私の体勢が崩れかけていた。

　木の裏は足場がなくなっていて、急な斜面が広がっていた。




　……落ちる。




　そう覚悟した瞬間、おとねちゃんが飛ぶように走ってきて私の手を引っぱり上げた。

　けれど、間に合わない。

　二人揃って斜面を転がるように落ちていく。

　底の見えないくらい深い谷へ、真っ逆さまに。

　意識が混濁していくのが、わかった。




「おいおイ、勝手に暴れだして勝手に窮地に陥おちいってんじゃねーゾ……？　ここでやり合おうなんて、こっちはそんな気ないんだヨ！」

「救護係、急いで呼んでこよう……！」




　はす見み姉弟は私とおとねちゃんが転落していく様子を見て、あせったように離れていったみたいだった。





　　　＊






「大丈夫かりゅい!?　二人とも、目を覚ますりゅい！　すぐに助けがくるりゅい！」




　ビミィに揺さぶられて目を開けると、そこは斜面の下だった。

　柔らかい土がクッションになっていたようで、身体に痛みはない。




「私は大丈夫みたい……。でも、でもおとねちゃんがっ」




　私を庇うようにして落下したおとねちゃんは、途中で何かに激突したようだった。

　明らかに、足が腫はれているようにみえる。




「動かしたらダメだりゅい。残念だけどトレジャーハントはここで棄権。救護係が来るのを待つんだりゅい！」

「そんなっ、私のせいで……！」




　激しやすい私が後先考えずにバカな行動をとったせいで、おとねちゃんに迷惑をかけた……！

　悔やんでも悔やみきれなかった。

　おとねちゃんの実力からすれば、きっと誰だれと組んでもお宝に一番乗りできていたはずなのだ。

　私さえ、私さえ足を引っ張らなかったら！




　後悔の念に苛まれていると、優しく私の頭を撫なでる感触があった。




「じ、自分をそんなに責めないでください。藤ふじ白しろは全然全く、痛くなんてないですからっ……」

「よかったりゅい、意識は戻った！　はす見み姉弟が救護班を呼びに行ってくれたからもう少しの我慢だりゅい！」




　痛くないわけなんてない。

　今も、眉根を寄せてじっと耐えているのがわかる。

　やせ我慢してるのが、わかる。

　でも、私に罪の意識を感じさせないために。




「でも、だとしても償いたいよ。そうじゃないと、私……」




　おとねちゃんが痛みに涙を流さずにいるのに、私は呵か責しやくに耐えきれなくて堪たえきれずにいた。

　黙って、その涙を袖で拭ってくれる。




「じゃあ、藤白のお願いをひとつだけ聞いてください。それで、全部ナシです」




「お願い……？　うん、なんでもいいよ!?」




「……こ、今度一日、私と一いつ緒しよに過ごしてください。丸一日ですよっ」

「えっ？　それってデートってこと？　ねぇデートってことになるよ!?　お願いを聞くどころか、私にとってのご褒美みたいなものなんだけどっ!?」




「デート……。う、うん、それでもいいです！　藤白とデート、しましょうぞ！」




「ぷっ……！　おとねちゃん、緊張して語尾おかしくなってるよ～!?」




　顔を見合わせて笑いあった。

　遠くから、ヘリコプターが降りてくる音が聞こえる。

　見上げると、ひみちゃんがナース服のスカートを抑えて「だめ～！　みえちゃうよぉ～！」と絶叫しているのが見えた。




「……こ、こっち見ててください。あれは見たらいけないやつですっ」




　おとねちゃんが顔を真っ赤にして、私の顔面を強制的に自分の方へと向けていた。

　おやぁ～？　もしかして嫉しつ妬とっぽい感じかなぁ～？　と思ったけど、口には出さない。

　トレジャーハントには失敗してしまったけれど、なぜかもう後悔はすっかりなくなっていた。




　シグレが叫んでいた実況の言葉が脳のう裏りに蘇って再生される。




『既にペアの相方という素晴らしい宝を見つけているともいえるこの10組20人！』




　ベタだけど、その通りなのかもしれないな、って思うんだ。

　おとねちゃんの手を強く握って、二人でヘリコプターの描く軌跡を見守りながら。






第四楽章　少女音楽理論









　一日デートの詳細を決めるべく、二人で会う時間というのが必然的に長くなってきていた。

　今日は放課後、近くの喫茶スペースで打ち合わせを行っていた。




「じゃあ～！　映画館に行くっていうのはどうかな？」

「却きやつ下かです」

「え～！　じゃあ、遊園地とかは？」

「それも却下です！」




　私の提案はどれも定番のラブラブなカップルがするような内容ばかりで、おとねちゃんには却下されてを繰り返していた。

　もう、恥ずかしがり屋さんなんだから！

　せっかく遊園地や映画館に行った後、夜景の見えるレストランでディナー、そのまま私の部屋っていうか寝袋に来て……。

　うおおお～!!　いいよ！　いいね！

　やっぱり定番コースにしないかな!?




「とにかく、そんなのは却下です！　デートをすると約束したとはいえ……もっとライトで、なんなら二人が会わなくても済むくらいのものが理想的です！」

「それってもうデートじゃないよね!?」




　おとねちゃんは照れ隠しなのか、むう、とちょっとだけ不ふ機き嫌げんそうな顔をしてみせる。

　私はそんな事は気にせず、バシバシとじゃあこれは～？　とアイデアを出していくのだった。




　近くでそれを見ていたビミィが、




「というかもう、これだけ仲良く二人で過ごしていたら、これがデートみたいなものだと思うりゅい」




　と微笑ほほえましそうに見守っていたが、私としてはこんなもので済まされてはたまったもんじゃないのだ。

　せっかくのチャンスなんだから、思いっきり楽しむ気でいるのだった。




　そんなことをしばらく話し合っていると、いつの間にかデートの話からとりとめのない話題に移っていた。

　そして私が部活創部の話をしていると、おとねちゃんが何かを言い出そうとしてやめて、言い出そうとしてやめて、ということを何度も繰り返していた。

　私は思わず、




「えっ、どうしたの？　何か言いたいこと？　大事な事かな？　あっ、同居の申し込み的な!?　ま、まだそれはいくらなんでも早いと思うんだ！」

「ぜ、全然違いますっ！　しかも同居って、エルナのお家は寝袋ですよね!?」




　いつの間にかエルナと呼び捨てにされているのが、なんだか嬉うれしく感じる。

　おとねちゃんの中で、心を開いてきているのが分かる。




「寝袋だって寝れば都だよ!?　私はいつだってウェルカムだからね!?」

「エルナ、ちゃんと聞いてあげるりゅい……」




　そうだった、つい話が脱線しそうになったところでビミィに諭さとされる。

　私は黙っておとねちゃんの話を聞く事にした。

　私が聞く体勢をとっていると、おとねちゃんは、ポツリポツリ、ゆっくりと紡ぐように話をし始めてくれた。




「藤ふじ白しろは……一度だけ、部活に入部したことがあるのです……」

「そっか……じゃないと、今もう退学になってるはずだもんね？」

「はい……でも、正直自分が何をやりたいかとか分かってなくて……ただ、次々に入部希望者が続出していたので、勢いに任せるように入部手続きをしてしまったのです」

「……」




　おとねちゃんは、下を向いたまま言葉を続ける。




「でも、結局部の誰だれとも仲良くはなれなくて……それどころか、人見知りのせいでトラブルメーカーのような扱いをされて……部活をやめてしまいました」




　結局、逃げてしまったんです。と繫げるおとねちゃん。

　私は何も言う事が出来ずにいた。




「ルーキー戦で優勝した後、その部の先輩数人が戻ってこないかって誘いにきてくださったんです……でも、藤ふじ白しろは、部活に入ること自体怖くなってしまっていて」

「でも……」




　でも、無所属のままではいられない、このままでは時期が来たら退学扱いになってしまう。

　私も同じ環境だから、それだけは理解出来た。

　そして、おとねちゃんは「退学になるのだけは嫌なんです」と、エルナの瞳を真っ直ぐに見つめて訴えた。




「……せっかく友達も出来ましたし」




「え？　なんて言った？」

「べ、別にっ。何でも無いです！」




　おとねちゃんの呟つぶやきは聞こえなかったが、私は、その話を聞いて思わず考え込んでしまった。

　私だって、部活が作る事が出来なければそのまま退学になってしまう……。

　それだけは絶対に、嫌だった。




「……よし！　じゃあ、見学に行こう！」

「え？」

「私も新部活のコンセプトのアイデアをもう少し固めたいし、おとねちゃんもまだまだ知らない部活がたくさんあるはず！　だからやっぱりまずはいろいろ見てみようよ！」

「……で、でも……」

「大丈夫！　私もいるし！　ね？」

「……う、は、はい……あ、じゃあ」

「？」




　おとねちゃんは照れながらも強気でこう言った。




「こ、これを一日デートにしましょう！　一日部活見学デート……それでいいですよね？」

「うん！　じゃあさっそく行こう？」




　私はおとねちゃんの手を握り、時間がもったいないと走り出した。




「あ、ちょ、ちょっと……！」





　　　＊






　さっそくやってきたのは華道部。

　湊みなと川がわ先輩は居るかな？　と思い部室の扉を空ける。




「たのもー！　湊川先輩～！　ミカグラ学園の美しき花・一宮いちのみやエルナですよ～！」

「……びっくり」




　部室の中には、正座の状態で花を活けている湊川先輩の姿が見えた。

　相変わらず驚いたという割りに、まったく驚いている様子が見えない先輩だった。




「じゃーん！　実は今日は二人で見学に来たんです！　私は正座すら出来なかったですが……もしかしたら華道部の期待のルーキーになるかもですよ～！」

「……君は」




　湊川先輩が座ったままおとねちゃんの方を見て、呟つぶやく。

　わずかだが、まるで、知り合いに思わぬ場所で会ったかのような反応だった。




「あれ？　もしかして湊みなと川がわ先輩知り合いなんですか？」

「……いや、そうじゃない……けど」




　先輩はおとねちゃんのことをしっかりと見据えて、




「……花から君の事は聞いている、以前よりも強くなったね」




　と意味深な事を言う。




「え？　え？　どういうことですか？」




　私は意味が分からず頭の上にクエスチョンマークを浮かべる。




「……私は、あの近辺の花か壇だんの世話をしているから」

「あ……」




　その言葉を聞いた途端、おとねちゃんは顔を真っ赤にして、




「ふ、ふん！　あそこの花壇はとっても素敵ですがっ。か、華道なんて私には向いてないですし！」




　といつもの人見知りを発揮する。




「……うん、他にやりたいことがあるでしょう？　でも、もし華道部に入りたいのなら、私は大歓迎」

「……あ、う、歓迎してくれるのはサンキューですっ。でも、また今度お茶でも飲みにくるのでっ。今日のところはバーイです！」




　そういっておとねちゃんは華道部の部室を出て行ってしまう。




「あ、おとねちゃん!?　湊川先輩、すいませんでしたっ！　また来ますね～！」




　私はそう言い残して足早に出て行ったおとねちゃんの後を追いかけた。




「……うう、最悪です……きっと藤ふじ白しろがいつもあそこで泣いて独り言を言ってるのとか……聞かれちゃったんだ……」




　華道部の部室のすぐ近くの廊下で、うずくまって落ち込んでいるおとねちゃんを発見する。

　最初は泣いているのでそんなに華道部が嫌だったのかと心配になったが、どうやらそういうことでは無いらしく、よくわからないけど華道部も候補のひとつということにして、次々に気になる部活を回っていくことにした。




　部活を回ってみて分かったことだけど、最初の頃はおとねちゃんも私までとはいかないながら、いろいろな部活の見学をしていたようだった。

　その度に例の人見知りを発揮してしまい、そのせいもあってどこの部活でも最初は警戒していたのだが、少し話をすると、前に来た時よりもとっつきやすく、表情が柔らかくなっているねと指摘されていた。




「そ、そんなことないですっ。藤白はこれが普通ですっ」




　と、照れるおとねちゃんだった。

　もし私がいることで少しでもおとねちゃんが安心しているのだったら嬉うれしいな、とか思うのだった。





　　　＊






　そして、次に向かったのは軽音楽部。

　以前私は才能の無さを露呈してしまったけど、もしかしたらおとねちゃんには音楽の才能が眠っているかもしれないのだ。

　期待するような気持ちを込めながら部室のドアを開ける。




「どうもー！　ミカグラ学園が生んだ世界のロックスター★一宮いちのみやエルナですよ～！　ギュインギュイ～ン！」




　部室の中にいた部員達たちが一斉にこちらに目を向ける。

　そして、私の事を認識するとヒソヒソと話し始めた。明らかに数人が「うわあ……また来たよ？」と言っている。




　聞こえているからね！　そして、とっても心を抉えぐるからね!?




　でもどうしてもこの部室に来ると大物ロックスターの気分になってしまうのだ、それはどうしようも無い事なのだ。




「……おい、なにしに来たんだ？」




　その中でも、以前私にギターを弾かせてくれた先輩が話かけてくる。




「もしかして、本当にうちに入る気か……？」




　私はロックスター気分で人差し指を立て、舌を鳴らしながら指を振る。




「チッチッチ。今日は私じゃないんだな……」




　そう言って、まだ部室のドアの所でこちらの様子を伺っているままのおとねちゃんを指差す。




「あいつは……！」




　先ほどとはまた違うざわめきが起こる。

　やはり、ルーキー戦優勝者となると学校でもかなりの認知度のようだった。




「先輩、エレキギター、貸していただけますよね？」

「……ぐ、いいだろう」




　私はおとねちゃんの手を引っ張ると、こっちこっちとアンプの前に連れてきてあげた。

　先輩は私の時にしてくれたように、おとねちゃんにギターを持たせる。

　おとねちゃんは終止「い、いや、藤ふじ白しろはギターなんて、きょ、興味はないのですっ」と言っていたが、いざアンプにつないでコードを鳴らしてみると、




「すごいすごい！　すごいよエルナ！　音が鳴ってるー！」




　と、とても素直で可愛かわいらしい反応をするのだった。




　しかしすぐに、




「ふんっ。け、軽音楽なんて興味は無いですっ。決して未経験だから勇気が出なかったとかそういうわけではなく、本当に興味が無いんですからねっ！」




　とバレバレの人見知りを発揮してしまう。




　私の時と違って、軽音楽部の先輩方もとても乗り気なようでよかったらバンドに合わせて歌ってみるか？　なんて事まで言ってくれている。




　あれ？　私の時と随分対応が違うんですけど？

　これが格差社会というやつ……!?




　でも、もしもおとねちゃんがこれで自分に一番合う部活を見つけられるのだとしたら、それはとても嬉うれしいことかもしれない。

　おとねちゃんはマイクをおそるおそる持ち、バンドをバックにして立っている。

　見た目がかわいいこともあってか、それだけで様になって見える。




　すごい！　本物のバンドみたい！　こっちまでワクワクしてくるよ!?




　私の時と同じ様に、ドラマーの先輩がスッと軽く息を吸い、カウントを始める。




　──１・２・１２３４！




　さすが軽音部の先輩方！　息の合った前奏がさらに期待感を盛り上げる。

　おとねちゃんは動じることなく目をつぶって、肩を少し揺らしてリズムを取っている。

　そして前奏が明ける瞬間、軽く息を吸って歌い出したそれは──……！




「ストップー　ストップストップ！」




　おとねちゃんの歌は、予想に反してとても……ヘタだった。

　思わずずっこけて止めてしまう。

　軽音部の先輩方も、さんざん期待させておいてお前の友達もか！　という表情をしている。




　いや、私は知らなかったんですよ!?




　それでも、おとねちゃんは止められた理由や周りの凍り付いた空気が分かっていないらしく、「なんなんですか!?」と抗議の声をあげる。

　まして、「藤ふじ白しろのボイスはとてもロックだと思うんです！」なんてことを言っている。




「う、うん！　私の耳とおとねちゃんの喉をロックしたくはなったかな!?　あと相変わらず英単語だけ発音いいのやめない!?」




　そんなやりとりをしていると、さすがに軽音楽部の皆さんの視線が痛くなってきて、今回も逃げるように部室を後にした。

　おとねちゃんは「え？　え？」と最後まで名残惜しそうにしてるのだった。




　ただ、なんとなくおとねちゃんの反応で分かったことがある。

　次に行く部活も、きっとおとねちゃんは気に入るだろうと、そう思っていた。





　　　＊






「でも……やっぱりいるよね！」




　二人が向かったのは吹奏楽部の部室だった。

　大所帯のこの部活で、私達たちの応対をしてくれたのは、ルーキー戦でうさ丸まるをボロボロにして、トンきゅんにはボコボコにされた相良さがらさんだった。




「吹奏楽部はかわいい子も多いし気になるけど……でも！」




　敵対心を剝むき出だしにして睨にらみつける私に対して、相良さんは一瞬なんの事だろうと考えたあと、対抗戦の時とは打って変わって優しそうな表情でこう言った。




「ああ！　アナタ演劇部のお友達か。あの時はごめんね？　アタシ、対抗戦で楽器を持つと突然人が変わっちゃって。終わった後、対戦相手には謝りにいくようにはしてるんだけど」

「え？」




　そう言われてみて、そういえばうさ丸が学園内で相良さんに追いかけられたと震えていたのを思いだす。




　あれは謝るためだったのか……。




　もしそうだとしたら、なんて惨めなんだ、うさ丸。

　謝りに来てる女の子に怯おびえて逃げ回って、あげくの果てには。「ボクには分かるっス、あれは、常人ではできない目だったっス……！」なんて言っていたのだ。

　ちゃんと話してみると、なんだ、別にそんなに悪い子じゃないみたいだった。




「そういえば二人とも無所属なんだよね？　もしかして、楽器に興味があるの？」




　相良さんの質問に、二人とも「はい」と応えると、見学なんて言わないで、ぜひ楽器を触っていってみて？　とオススメしてくれる。

　楽器に触れてみないと、吹奏楽の魅力なんてわかりっこないから！　と。

　そうしておとねちゃんがトランペットを、私がホルンを渡される。




　息を思い切り吹き込んでみるも、まともな音はならず、

「ブフォー！」

　という空気が漏れるだけだ。




　でも、おとねちゃんも私も、始めて触る楽器の感覚にとてもワクワクしていた。

　相良さがらサンはサックスを取り出すと、即興でフレーズを吹いてくれる。

　大人っぽくてセクシーでかっこよくて、うおお～！　ってなってしまう。




　私達たちも子供みたいに思い切り息を吹き込む。




　そのうち、おとねちゃんのトランペットが、ちょうどうまく音がなり、

「プァ～」

　という抜けるような音が響く。




　相良さんが、初心者で音が出るなんてすごいよ！　とおとねちゃんの事を褒ほめている。

　おとねちゃんは音が出たことが嬉うれしいようで、今まで見せたことのないような笑顔を見せているのだった。















　その様子をみて、私はやっぱりと確信していた。




　おとねちゃんは、音楽にとっても興味があるんだ。

　それだと、私がやろうとしている部活の方向性とも合致するはず。




「ねえ、おとねちゃん」

「なに？　エルナ？」

「私ね、やっぱりおとねちゃんと新しい部活作りたいな！」

「……でも……」

「新しく作る部活は、まだコンセプトすら決まって無いんだけど……音楽系の部活にしたいと思ってるんだ」

「……！」

「おとねちゃんがやりたい部活の方向性とも、きっと合ってるでしょ？」

「う、うん……」

「だからさ、一いつ緒しよにやろう!?」




　私は心からの、最大限の笑顔をおとねちゃんに向ける。

　しばらく黙っていたおとねちゃんだったが、いつかと同じようにポツリポツリと自分の気持ちを語り出してくれた。




「……藤ふじ白しろは……、人見知りで……周りの人たちともなかなか上う手まく行かなくて……」




　下を向いたまま、少しずつ少しずつ嚙かみ締しめるように。




「……でも、エルナと一緒にいると、周りの人もみんな明るくて、それで……」




　消え入りそうな程、どんどん小さな声になって行く。




「……わたしも、そうなれるかな？」




　最後には何を言っているのか、良く聞こえなかった。

　でも、きっともうおとねちゃんの中で答えは出てる。

　そういう確信があるのだった。




「どうする？　おとねちゃん？」




　おとねちゃんが顔を上げると、真っ直ぐで迷いのない瞳でこちらに微笑ほほえんでいた。

　その笑顔は、これまで見た彼女のどの表情よりも素敵だった。







「しょうがないですしっ。入ってやらないこともないですよ！」




　いつものようにちょっとツンデレな言い方で。

　私はそれを聞いて、えへっと笑い。おとねちゃんもそれにつられてニッコリと微笑むのだった。




「じゃあ、残念だけど、吹奏楽部には入ってもらえないってことかな？　というか、吹奏楽部の部室の中でそんな宣言されちゃうなんてね」















　相良さがらさんは少しだけ意地悪そうにからかいながらも、笑顔で祝福してくれた。




　こうして、前ぜん途と多た難なんな部活創部計画は、大きな一歩を踏み出したのだった。

　まだコンセプトも決まってないし、最低でもあと一人はメンバーを見つけなければいけない。

　でも、はじめて出来た「仲間」だった。

　私はいつも以上にドキドキして、ワクワクしてきっとこれからもっと素敵な事が起こる。そんな風に思うのだった。




「──よろしくね！　おとねちゃん！」






第五楽章　十六夜シーイング









　ミカグラ学園トレジャーハントの後夜祭は、お祭り好きのこの学園らしいというかなんというか、長時間騒ぐためという名目で後日改めて日を設けて行われていた。

　すっかり日も落ちた学園に、キャンプファイヤーの炎が灯ともる。

　トレジャーハントに参加した一年生はもちろん、二年生や三年生まで含めて踊ったり歌ったりで大盛り上がりみたいだった。

　演劇部のみんなや、クラスメイト、お世話になっている先輩達たちと挨あい拶さつを交わしながら、肝心のトレジャーハント成功者の姿を探す。




「あれぇ～？　てっきりペアで一いつ緒しよにいると思ったんだけど。キャンプファイヤーの前には一人だけしかいなかったね？」

「彼ならきっと、例のあの場所にいるんだと思うりゅい！」




　ビミィがそう言って、建物の上を見上げた。

　そうだ、彼は時間さえあればいつだってあの場所に。

　このミカグラ学園で星が一番近く感じられるあの場所で、羽を休めるようにして佇たたずんでいるんだっけ。




　楽しげな喧けん騒そうを背中で感じながら、一歩一歩踏みしめるようにして階段を登っていく。

　屋上へと繫つながる扉を開けると、




「やっぱりここにいたね、アスヒくん」




　トレジャーハントを花か袋たいちゃんとのペアで見事成功させた、射い水みずアスヒくんの姿がそこにあった。




　美しい星空にキャンプファイヤーの赤が混ざり合って、今日しか見れそうにない神秘的な光景が広がっていた。

　天体望遠鏡から顔を離し、振り返ったアスヒ君の顔は、とても清すが々すがしい晴れやかな表情をしていた。




「ようこそです、エルナさん。いつ来てくれるのかなって、思ってたのです」

「探したんだよ、アスヒくん！　後夜祭の主役みたいなものなんだから、ちゃんとみんなといないと！　花袋ちゃんが一人でてんてこまいだったよー！」




　笑ってそう言うと、アスヒ君は困ったように笑っていた。




「今日はシーイングがとても良いのです。とても気流が穏やかで、いい星空が観測できています。少しだけ、ここにきてしておきたい事があったんです」

「そっかぁ」




　専門用語の意味は良くわからなかったけれど、アスヒ君が幸せそうなので、なんだか私まで嬉うれしくなってくる。

　隣に立って、しばらく黙って一いつ緒しよに星空を眺めた。




「ねぇ、宝箱の中って結局何が入ってたの？　シグレに聞いたんだけど、見つけた人だけのお楽しみなんだって教えてくれなくって！　花か袋たいちゃんも、アスヒ君に聞いてって言うんだもん」




　そういえば、と思いついて聞きたかった事を質問してみる。

　手に入れられなかった事にもう何も後悔はないけど、好奇心として知っておきたいという感情は捨てきれない。




「あはは、みんなに聞かれるのです、それ。でも、あまり他言しないようにしていて。でも、エルナさんならいいです」




　なんで私ならいいんだろう、と口にしようとして、躊躇ためらう。アスヒ君の言葉を待つことにした。




「宝箱は、二つ並んでいました。大きな宝箱と小さな宝箱です。どうやらそのどちらかが当たりで、もう一方がハズレという事だったみたいで。花袋さんと相談して、ボクたちは小さな宝箱を開けましたのです」

「うんうん、それでどうだったの!?」




　そんな趣向が用意されていたなんて、宝箱まで辿たどり着いた二人しか知ることのない秘密を聞いたようで心がざわついて仕方がなかった。




「……多分ですけど、ハズレでした。入っていたのは、これなんです」




　そう言って、ポケットから小さな星型のガラスを取り出してみせてくれた。

　言ってしまえば何の変へん哲てつもないガラス細ざい工く。

　宝石がついているわけでも、特に凝こった模様が刻まれているわけでもない、ただのガラス細工。

　素人しろうと目めだけれど高価なようにはとても思えないし、ハズレだと言われても仕方がなかった。




「ハズレ……か。でも、綺き麗れいな星だね？」




　慰なぐさめようとしたわけでもなんでもない、素直に口に出た言葉だった。

　ビミィも同意するように頷うなずいている。




「はい。ボクはとても嬉うれしいのです。一番をとれて、なんだか少しだけ認めてもらえたような気がして。今まで頑張ってきた日々が、ムダではなかったんだと思えた気がして、その証あかしを神様から貰もらえたような気がして、とても嬉しかったのです！」




　目を細めて、星の形をしたガラス細ざい工くを大切そうに胸に抱いて。




「だから、今日はここにきて大好きな星空に報告したいと思ったのです。一番大好きな星々に……」

「うん、うんっ……！」




　宝箱の中身としてはハズレの側を引いたのかもしれない。

　一般的に見たらそうなのかもしれない。

　けれどアスヒ君にとってそれはただのハズレなんかじゃなくて。















　もう片方の中身がなんだったかはわからない。

　でも、むしろこっちを引いて良かったんじゃないかって思えたんだ。




「ボクが星を好きになったきっかけの事、エルナさんにお話したことはありましたっけ？」

「ううん、聞いたことないと思う」




　一呼吸おいて、一言一言を嚙かみ締しめるようにして言葉を紡いでくれる。




「ボクは小さい頃ころ、いつもいじめられていました。男らしくないとか、理由はそんな他た愛あいのないものだったのです。そんな時、流れ星に三回願うと願いが叶かなうという物語を誰だれかから耳にしました」




　何も返すことができなかった。

　今はもう解決した事だとわかっていても、容易に受け止められる問題ではないような気がして。

　言いい澱よどむ私に、アスヒ君が続ける。




「ある日、流れ星に願いました。強くいられますように、負けない自分になれますようにって。三回願いました。その効果があったのかはわかりません。ただの自己暗示なのかかもしれないです。でも……確かに、それがきっかけでボクはいじめっ子に初めて逆らえたのです。それからはもう、いじめられることはなくなりました」

「それから、それがきっかけでアスヒ君は星を……？」

「そうなのです。ふふ、ボクはそれからいつも星に甘えていたのかもしれないです。悩み事があるといつもこうやって星を眺めて、相談していました。でも、今日は初めて良い報告をしに来れたのです。ありがとうって……言いに来れたのです」




　凄すごく誇ほこらしい気分です、と言い添えて。




　なぜか、私まで誇らしい気分になる。

　星に向かって、アスヒ君はこんなに成長したんだぞー！　って叫びたくなってしまう。

　本当に叫んでやろうか、と思ったところで、




「アスヒ、こんなところにいたのか。主役がいなかったらいつまでも後夜祭が終わらないぞ？」

　赤あか間まくんが。




「そうですよっ！　わたしにばっかり押し付けて、ズルイです。みんなと一いつ緒しよにダンスしましょう？　ほら、これを自慢しないとっ」




　星のガラス細ざい工くを手に持った花か袋たいちゃんが。

　そして、天文部の部員達たちが。

　他にもたくさんの生徒達が、みんながアスヒ君を迎えに来て。




「ほら、いこう？　アスヒ君！　星空も、アスヒ君が仲間に囲まれて楽しそうに踊るの、きっと見たいって思ってるよ！」




　アスヒ君の手を引いて、みんなの下もとへと駆け出していく。




「はい、そうですねっ！」





　　　＊






　長かった後夜祭が終わって、クタクタになるまで踊り明かした私はいつもの寝袋に包くるまって横になっていた。




「ほ、本当に藤ふじ白しろもこれで寝るんですか。寝ね相ぞうは良い方だと自負していますが、寝返りをうつと階段まで行き、さらに階段を転げ落ちると全身を強く打ち大変なことになりますよ!?　事件になりますよ!?」




　いつもと違うのは、そうやって不安に襲われているおとねちゃんが、私と同じように寝袋に包まって隣に寝てくれていること。




「寝しん食しよくを共にしてこその親友でしょー！　今夜は寝かさないぞっ☆」

「し、親友……！　いいえ！　ときめいてなんてないですからねっ。そんな言葉に騙だまされるほど藤白はちょろい少女ではないんですからねっ」




　言いながら、寝袋がぴょこぴょこと跳ねているのが見えた。

　どうやらウキウキしているらしい。

　なんて可愛かわいいの……？




　初めて、私の部に入ってくれるという仲間ができた。そろそろ中間試戦という大きな対抗戦のステージもあるし、創部までのタイムリミットにも余裕はまるでない。

　けど、なんだかここから全てが好転していくような気がするんだ。

　寝袋から顔を出して、窓から星空を眺めて。

　運命的に流れ落ちてきた流れ星に祈りをこめた。




　──何を祈ったか、それが叶かなうまでは誰だれにも言わないけど、ねっ！
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